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巻頭言

四万十川紀行

辻和毅

1．はじめに 川同士では3個所のみで，上記の根之谷川も入っている。

なお，江の川の水は上根峠から7km程下ったところで，

合流する可愛川(えのかわ)に建設された土師ダムからトン

ネルを通して分水し，大田川に人工的に流域変更されて，

広島市民の生活用水として利用されている。

司馬遼太郎は“街道をゆく”の21巻｢芸備の道｣のなか

で,国道54号線を通って広島から三次に向かう旅の道中，

すぐ東に沿って流れる大田川の東支流の根之谷川が,広島

市域からわずか20kmで迫った谷に入り，いきなり分水嶺

に達すること，更に上根峠(かみねのたお，標高約270m)

を越えると,なだらかに北方へ傾斜する高原となり,既に，

はるばる1501江、の距離を流れて， 日本海に注ぐ江の川流

域の源流に立っていると言う地形の変化に驚いている1)。

確かに広島･島根両県の県境は島根県が可哀相になる位日

本海側に押し出しており，自然地理的な面積と調和してい

ない｡しかし彼は南側に位置する大田川流域の瀬戸内文化

圏が現在の広島県域と異なり，むしろ北から出雲文化圏が

思いのほか南に広がっていた古墳時代からの歴史的な事

実と重ね合わせて，自然地理的な流域との整合性に得心し

ている。

私は広島に住んでいた頃,毛利氏の拠点であった吉田町

を訪ねた。この町は54号線沿いにあり，上根峠から15km

程北東に下ったところにある。この時は根之谷川の更に東

側を南に流下する大田川支流の三篠川に沿って走る芸備

線に乗った。三篠川は根之谷川に比べ，大きな流域を持つ

川であるが，鉄路は向原駅の北500m程で，江の川との流

域界を越える｡そこは分水嶺と言うにはあまりに平坦な地

で，三篠川の右岸に続くわずかな盛り上がりにすぎない。

もし河床の低い三篠川に洪水が発生し,川岸が崩壊でもす

れば,江の川源流は三篠川に取り込まれ河川の争奪が行わ

れる事は間違いない。大田川と江の川という， 1級河川間

で河川の争奪が現代に起こるかもしれないと言う際どい

話が，日本の他の河川にあるのかどうか私は寡聞にして知

らない。小畑功は中国地方で，過去に河川の争奪を被った

流域面積5km2以上の河llを19個所挙げているが, 1級河

2．四万十川

2－1宇和島から広見川を経て本流との合流点まで

平成15年9月の彼岸休みに妻と広島から松山に渡り1

泊の後，宇和島を経由して，窪川に抜け高知に至るという

旅行をした。四国内の移動はすべて鉄路に拠った。松山で

は台風の影響で小雨に遭ったものの,おおむね好天に恵ま

れた。初めて予土線に乗り， トロッコ列車から四万十川と

周辺の景観を満喫することが出来た｡四万十川との出会い

は1999年以来4度目のことであったが，前の3回は車で

中村から国道441号線に沿って,愛媛県の広見町に抜ける

か,その逆コースを通って四万十川の中流から下流を瞥見

したに過ぎなかった｡今回は広見川と四万十川が合流する

中流から上流へ遡るルートを初めて訪れた｡愛媛県側の三

間川と広見川が合流した支流を貝塚3)は吉野川としてい

るが，中村河川国道事務所では広見川と呼んでいる。ここ

では後者に従う。

結論から言えば前回までに抱いていた四万-'一川の印象と

余りに違い，驚きの連続であった。その驚きから筆を執る

気持になったが，まず河相が全く違う。河相と言う一般に

聞き慣れない用語は広辞苑にあるかと思ったが見当たら

ない｡河川学の用語として公認されているかどうか知らな

いが，河||学の泰斗安芸皎一の論文に｢河相論への道｣4)が

ちゃんとある｡私が学んだ地質学では岩相(rockfilcies)がれ

っきとした用語としてあり岩石の総合的な見かけ,性質を

示すものとしてよく用いられている｡私は河相の意味する

－1－



生や主婦が乗車し，観光客らしい人は数人程度である。夏

休みのピークを過ぎたからだとガランとした車内を眺め

て一人得心していたが,このゆったりした気分は後ほど砕

かれてしまうことになる。

予土線は北宇和島駅の北で，予讃線と分かれ,光満川に沿

って遡上し, 7km程走って，小さなトンネルを抜ける。宇

和海の海岸から僅か51dnである。そこはもう四万十川の

流域に入る｡務田(むでん)と言う変わった地名の駅があり，

地元の人達の乗り降りがあった｡源流に近いと言うのにこ

の地形の広閼さはどうだろう。三問ﾉllの両岸には沖積平野

が開け，水田には黄色い稲穂が垂れている。稲刈りが終わ

ったところもある。この谷底平野が開けた地形は,広見川

との合流点の出目(いずめ)という，いかにも川の吐合を示

す地名の集落の少し下流まで続く。地元の人達の多くはこ

こまでで下車してしまい,後は観光客らしき人があちこち

に座って歓談している。お年寄りが多い。ここから本流と

の合流点直上流の江川崎まで, 16km余は曲流する河川の

谷間を縫って線路はおおむね右岸側を走り，国道は左岸を

ひたすら縫っている。両岸の山腹も高い稜線を見せるよう

になる。谷底平野も無い。いつしか愛媛県から高知県に入

っている。

途中江川崎駅で， 「トイレ休憩のため，列車が5分程停

車する｣とのアナウンスには思わず笑ってしまった。高速

バスでは経験済みだが, JRでは聞いたことが無い。宇和

島駅を発車する時， トイレが付いていないとのアナウンス

に2時間余の乗車に少々不安を抱いていた私が用を済ま

せたのは勿論のことである｡無人駅のこ綺麗な洗面所は最

近造ったと思われ, JRの観光誘致に対する意気込みが伺

われる。ホームで背伸びし清清しい空気を吸った｡特産品

の販売所でも作れば西土佐の村おこしになるのではない

かと思われた。コスモスの花が風に揺れている。帰って時

刻表を良く見ると，江川崎駅での着･発時間は12時34分

で同時刻であった。定刻運行を旨とするJRとしてはこの

のどかさは何とも心地よい。

ところは“岩”が“河”に変わったものと理解している。

次に当然のことではあるが,川を流れる水量と流れ方が違

う。単純に比較すれば， 「今回見た上流域の印象は，少な

く浅く，早い浸食河川であり，前回に見た下流域は豊かで

深く，ゆったりとした堆積河川である｣と要約できる。こ

の違いは一体何に由来するのだろうかと言う疑問は今回

の旅行中ずっと念頭にあった。

ひとまず地質的な面から考えてみる。四万十川流域は源

流部を除き，大部分が四万十帯と呼ばれる白亜紀中期から

古第三紀にかけて堆積した砂岩と泥岩の互層を主体とす

る地層で構成される。大きな構造となる地層の走向(東北

東～西南西から東西方向)と河IIの流路方向の関係は，広

見川との合流点上流で大きく流路が湾曲して,両者ともほ

ぼ北西から南東方向になるため,広角で交差しておりさほ

ど変わらない｡走向を切って深い谷が穿入曲流を繰り返す

本流は先行谷性の特徴であろうが,支流には走向に沿った

縦谷も見られる。次に砂岩,泥岩等の岩質の差に因るとも

考え難い。しからば四国で第三紀末の鮮新世に始まったと

される土地の隆起の程度が異なる(上流域の方が大きかっ

た？）のであろうか。よく判らない。

後で調べてみると，答えは最後の推測に近かった。大塚

弥之助は「当初は四万十川本流上流(松葉川)，梼原川，広

見川の3njilが四万十川本流の中流から下流域に集まる

ような内陸が沈降する地形があり，全体の流域の起伏も少

なく，既に曲流蛇行をしていた。その後梼原川から広見川

との合流点にかけての中流部が隆起し,地形の回春と共に

穿入蛇行が進んだ｡一方上流の松葉川と広見川流域は沈降

し，沖積平野が更に発達した」 （大塚1927:397419)。こ

のように考え,模式的な説明図を描いている5)。76年も前

に発表されたこの説は宇和島と須崎海岸が沈降している

ことと符号し,今でも受け入れられている。広見川との合

流点から本流の上流に沿いに高位がら低位の段丘が発達

する(満塩・鹿島2000)こととも調和する6)。

宇和島駅(終着駅はバリアーフリーで楽である事を，新

高松駅と同様に感じ入った）を11時28分に発った“清流

しまんと2号"はトロッコ列車と長めの普通車輌の2台が

連結してある。9月は土・日曜日のみの運転で， トロッコ

列車には途中の特定区間だけ乗車できるが,観光と地元の

人の便を旨く考えてあり感心した｡普通車輌には地元の学

2－2四万十川本流に沿って窪川へ

江川崎駅を発車し直ぐに広見川にかかる鉄橋を渡ると，

いよいよ合流点より四万十川本流の上流域に入る｡鉄道距

離で江川崎から窪川まで約43bnであるが，川筋を20万

－2－



分のl地勢図で概測すると，何と78km程の長さになる。

如何に曲流を繰り返しているかが判る。そして，曲流の振

れ幅がほぼ2kmの範囲に収まっていて，地形図を眺めて

いると樋に今にも落ちそうな雨の雫が連なって垂れ下が

っているように見える。また線路は勾玉を結ぶ糸のように

山あいを縫って走っている｡河川の平均勾配は約1/460で，

さほど急とも思えないが,両岸や河床には白っぽい露岩が

多く所々で瀬をなしている｡硬い砂岩が多いのであろうか。

河床砂礫の堆積は局所的にあるが少ないように見える｡川

砂利の採取が行われたのかもしれない｡水の色は青々とし

て美しい。

しばらくして｢十川駅から土佐昭和駅までの区間(13km

余)トロッコ列車に移動して良い｣とのアナウンスがやっ

とあった。喜んでいたら何と指定券が必要だとのこと。こ

の少ないお客でなぜと思っていたら,十川から大勢の客が

乗り込んで来た｡知らなかったのは私達だけかと心配して

車掌に尋ねると，幸い席は空いていると言う。良かった。

それにしても310円とは高い。心地よい風に吹かれて， ト

ンネルを時折抜けながら，周りの景色を楽しみ，シャッタ

ーをきった。良い眺めを求めて，立ったり座ったりと皆忙

しい。列車は地形の急な右岸(攻撃斜面)を走るため，対岸

の緩やかな河岸段丘(高位から低位の段丘がある,前出)，

に広がる集落や田畑を眺めることができる。これは下流域

には無い風景だ。沈下橋も見える。

途中西土佐村と十和村の境で,大きなコンクリートの橋

脚が2本(？)線路の鉄橘脇の河川敷に建設中であった。恐

らく国道381号の改良に伴って橋を渡すのであろうが，自

然と清流を求めて訪れる人には目障りな建造物に映るに

違いない｡もっと目立たない場所は無かったものかと考え

てしまう｡今となっては景観にマッチした上部工が建設さ

れる事を祈るだけだ。普通車に戻って土佐昭和駅を出発。

梼原川との合流点も判らないままにいつしか過ぎ,川が列

車の右，左と目まぐるしく移る。川の水量が目立って減っ

てきたのが判る。

四国電力の家地川堰は窪川の下流にある（四国電力は佐

賀ダムと呼称している)。近年水利権の借用期間の更新を

国が認めるかどうか,あるいは堰を撤去するかどうかで話

題となった｡列車からは下流正面が木の間から一瞬見える

に過ぎない。貯水池には満々と水が貯まっていた。小さな

トンネルを抜けると，家地川というホーム－つの小さな駅

がある。鉄路は本流から一時大きく弧を描きながら離れ，

流域外に出て，土佐くろしお鉄道に乗り入れる。中村まで

旧国鉄が乗り入れたのは昭和45年のことで，陸の孤島か

ら解放されて20年たらずで第3セクターに移管された。

途中にループ線のトンネルがあるのを初めて知った｡流域

界の東側急斜面を通過するための苦心の作である7） （堀，

1996)。列車はループ線には入らず， トンネルを抜けて再

び四万十川に沿いに戻って走る｡川の趣は丘陵地の谷あい

の沖積平野を流れ,人手に制御された小川に近く勢いが無

い。

13時45分定刻どおり，左岸側の丘稜地にある窪川駅に

到着した。2時間17分，全長77.8kmの長旅であった。し

かし四万十川はここから， さらに松葉川の源流まで北に

33km以上遡らねばならない。源流は仏像構造線と越えて

秩父帯に入っている｡東方から窪川に合流する東又ﾉllの源

流は太平洋に臨む海岸まで直線で僅か2kmに過ぎない。

当然のことながら,400～500mの山稜からなる流域界の東

側は急斜面をなしており，河川の争奪が起こるかもしれな

い。

2．3四万十川とダム

四万十川は｢日本に残された数少ない清流｣として喧伝

され,その拠りどころの一つとしてダムが無いと言われて

いる。これは上記のように間違いである。ここでは呼び方

はどうであれ堰とダムは河川を塞き止める構造物として

変わりなく同義に取り扱う。中村河川国道事務所は堤高

15m以上をダム，以下を堰として区別している8)。

四万十川は大きな川の割には，包蔵発電水力が57万KW

と小さく（現在の四国電力の6箇所の発電所の認可出力は

4.41万KWで，約77%が開発されたことになる),西南日

本外帯の紀伊半島や四国の川に共通する傾向があり，その

理由として蛇行がはなはだしく，河床勾配が小さく，渓流

取水とトンネル導水路による発電方式にあると小出9)は

述べている。しかし前節で述べた松葉川流域と太平洋側の

流域外との大きな比高差は大変魅力的であったらしく(伊

与木川にある佐賀発電所での有効落差は147.3mで四万十

川の発電所で最大である)，戦後大規模な発電ダムの建設

計画があったが，地元の強い反対で立ち消えになっている
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繰り返した。四万十川全部で47程ある沈下橋は広見川に

は1カ所のみで,あとは多くの支流と本流にかかっている

（中村河川国道事務所、前出)。中でも緩やかに豊かに流

れる青い川面に一番良く調和して,多くの人の脳裏に刻み

込まれている風景はこの流域の沈下橋であろう。舟運から

車社会へ時代の変化の中で,洪水と資金不足を凌ぐための

先人の生活の知恵であろう。川にはアカメ，エビをはじめ

多くの珍しい生き物が生息し,アオノリなど生活に恵みを

もたらす“いのち”豊かな自然河川という，全国的に流布

している姿は下流域で作られたような気がする。

(小出，前出)。先人のこうした根強い努力が今日の清流を

守っていることを忘れてはならない。

帰って詳しく5万分の1の地図を調べると,家地川堰の

他に4つもダムがある。しかも四万十川の本流(松葉川と

もされるが)とされる梼原川（ 1）にである。その最下流

の津賀ダムは堤高が45.3mあり大ダムの範晴に入る｡昭和

19年に完成したが，朝鮮人による強制労働の暗い歴史を

残している。これら4つのダムから導水トンネルを通って，

自流域に落とされ,発電に利用されている。松葉川にも大

野見に取水堰が1個所ある。

家地II堰が問題となるのは,分水が東側の伊予木川に流

域変更され,四万十川に戻らず川を細らせているためであ

ろう。発電用の最大使用水量の12.57㎡/秒(加茂谷渓流取

水0.05mｼ秒を含む)は四国地方整備局より平成13年3月

に従前の30年から10年に短縮して更新が許可されたが，

夏場の維持放流量を国のガイドラインの最大値の3倍と

することが条件とされた10)(環境省， 2002)。また季節に

より変動する河川流量を考慮し取水量は細かく規定され

た。撤去には至らなかったが，豊かな清流を上流域まで保

全する当然の措置であろう。

熊本県では最近球磨川水系にある企業局の発電用ダム

(荒瀬ダム)が費用対効果の観点から撤去が決定された。極

めて稀な事業として，ダム本体の撤去法,貯水池内の封鋤

の排除,河||の濁りの対策について県の委員会で検討中で

あるが，今後識者の注目を集めるであろう。

3．おわりに

四万十川は,流域面積2270km2,幹線流露延長196kmの

1級河川である。流域内は約10万人の人が生活している

場でもある(昭和35年は15万人であった) (中村河ll国道

事務所，前出)。今回の旅行で四万十川が実に多面的な様

相をもった大きな河川であることを始めて知った。この辺

も今後正確に伝えてゆく努力が必要であろう。私には地質

や地形では,その発達史など疑問として残ったことはまだ

ある｡また地域の歴史を刻み込んだ地名にも興味をそそら

れる。よそ者には簡単に読めない難しい地名が多い｡今後

の課題としたい。

また水質の面から十和村や窪川町では活性炭やバイオ

を使った自然循環方式による生活用水浄化の努力が続け

られ,“四万十川方式"11)として注目されている(村上, 1999)。

こうした県や大学と一体となった地元の努力は高く評価

されるべきであろう。近年宅地化が進みつつある広見川の

水質が本流に比べ悪いと言われるのは流域の人口の差ば

かりでなく，水質浄化への熱意の違いに拠るものだろう。

当時の中村工事事務所(現中村河川国道事務所)が平成10

年に松野町に意識の啓発を目的とした小規模な実験施設

を作った'2)(平間他, 2001)が，今後対策が早急に取られ

ることを願ってやまない。

四万十川は私が訪れた時はいつも豊かな緑の山々に囲

まれたたおやかな清流であった。これからもそうであって

欲しいと願わずにはいられない。

2．4四万十川本流一合流点から中村まで

一方江川崎の合流点より中村の河口まで,川筋の距離は

約46kmで,河川勾配は1/1150と上流域の半分以下である。

両岸が標高500～600mの山あいを流れる河llとはとても

思えない緩やかさで，沖積平野のﾃﾞﾙﾀ並である。曲流の度

合いは上流に比べると緩やかである。四万十川の写真集を

見ると，その多くはこの区間(中村市と西土佐柚で撮られ

た作品である。河川の幅が広く，水量が豊かに，緩やかに

流れ,砂礫が堆積する白い河原が発達している。両岸に緑

豊かな山腹が迫り，僅かに低位段丘が在るのみで，谷底平

野の発達は見られない。従って人家も多くない。四万十川

流域は日本有数の多雨地域(年間2000mm以上,最上流は

3000mmを越える）であるため，過去多くの洪水や氾濫を

－4－
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四万十川流域住民の環境保全意識に関する考察
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AbStract

Thequestionnairesurvcywasconductedinordertoinvestigatethepublicconsciousnessofenvironmentalconservation

totheresidentswllolivedinShimantoRiverbasin.Thetotalofl600questionnaireswasdistributedtotheresidentsin

Higashitsuno,KubokawaandNakamura:300,300andlOOOrespectively.Therateofthetotalcollectedquestionnaireswas

45.1%.TheresultshowedthatmanyofthclocalresidentsconsideredSmmantoRiverasthespecialriverwiththebeautifUl

landscape.TheyplacedahighvalueontllevariousfUnctionssuchasthewaterresources,thetranquilityjthenaturalcnviron-

ment, thelocallandmarkandthevariouscrcatures・WhiletheyweresatisfiedwiththefimctionastheplacefOrtheirrelax-

ation, theyweredissatisfiedwiththewaterpollution, thedecreaseofthelivingcreaturemrecentyearsandthedestroyed

environmentwiththepubncworks・Asfbrtheconservationmovement,theyweremgmyconsciousofthelocalactivitiesand

eventstocoUectthembbishandtoreducetheagriculturalchemicals.

Keywords;environmentalconservation,questionnairesurvey,ShimantoRiver

流河川の環境保全方法を示すことを目的に,徳島県勝浦川

の流域住民に対してアンケート調査を行い，目標とする環

境像，流域間の環境保全への協力意識,望まれる環境対策

事業などを抽出し検討している2)。また，島谷らは，清流

を人々はどのように捉えているかについて全国的なアン

ケート調査を行っており，清流のイメージや役割の捉え方

は自治体や河川管理者と流域住民との間で違いがあること

を報じている3)。

そこで本稿では,四国地方の代表的な清流河川の一つで

ある高知県四万十川をモデルケースとして,その流域住民

1600人を対象に環境保全意識に関するアンケート調査を

行い，流域環境に対する現状認識，期待像，流域間での問

題点，環境保全への活動意識の実態や，環境保全のための

費用負担意志額を調査した結果を報告する。

はじめに1

これからの河川整備事業は,多自然型川づくりの推進な

ど,治水や利水の目的だけでなく,流域住民の憩いの場,生

き物の生息の場として，多様で豊かな自然環境を保全･創

出・再生していくことが求められている!)。しかし， 自然

景観や生態系といった自然環境の価値を社会･経済システ

ムの中に位置づけ,環境整備の効果や影響を定量的に評価

することは非常に難しい。今後は，これまでの費用便益に

よる評価，地域の状況，事業の熟度，関連事業などとの整

合性の検討に加えて,流域住民の事業への理解と合意を得

ていくことが重要であり，そのためには，環境保全に対す

る流域住民の意識や保全活動などの実態を把握して,事業

そのものの妥当性を示していく必要がある。上月らは，清

＊高知工業満等専門学校建設システムエ学科〒783-8508南国市物部乙200-1
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いる。

3．2流域環境の現状認識

Fig.3に流域住民が持っている四万十川のイメージの回

答率を示す（複数回答可)。3流域ともに回答率が最も高

かったのは｢山の緑や川の流れが美しい川」であり， 「どこ

にでもあるふつうの川」をイメージする流域住民の回答は

少なかった。流域住民の多くは，四万十川は自然景観が美

しい特別な川であると認識していることがわかった｡徳島

県の清流河川の一つである勝浦川のイメージをその流域住

民に調査した上月らの結果においても,｢清流｣や｢生き物」

の要素で高い回答率が得られている2)。

また，流域別に回答率を比較してみると，流域間で四万

十川へのイメージに多少の相違がみられる｡上流の東津野

村では， 「山の緑や川の流れが美しい川」 ， 「水がきれいで

清涼感のある川」が高い回答率を得ているが,その下流の

窪川町，中村市では，それらの回答率が次第に低くなって

2．調査方法

Fig. 1に四万十川流域の調査地点を示す。アンケート調

査は，上流域を代表して東津野村住民300人，中流域とし

て窪川町住民300人，下流域として中村市住民1000人の

計1600人を対象に平成11年9月～10月に実施した。対

象住民は，東津野村と窪川町は住民基本台帳，中村市は住

宅地図をもとに流域住民を無作為に抽出した｡アンケート

の配布方法は，東津野村と窪川町は郵送配布，中村市は各

世帯を直接訪問して配布した。回収方法は， 3流域ともに

同封した返信用封筒による郵送回収とした。

アンケートの内容は10項目の質問で構成しており， こ

れらの質問を通じて,①対象住民の属性,②流域環境の現

状認識③流域環境への期待像,④流域間での問題意識,⑤

環境保全への活動意識,⑥環境保全のための費用負担意志

額が調査できるように設計した。なお，各質問にはその他

として自由意見欄も設けた。

3．調査結果と考察

3．1 アンケートの回収状況

Table. 1に対象流域住民の配布･返信数と回収率を示す。

返信数は，若年層と中高年層の割合を知るために，便宜的

に50歳を境に整理した｡東津野村および窪川町では,配布

300通に対して回収率は各々34.3％,34.7％，中村市では，

配布1000通に対して51.4%となり, 3流域の平均では

45.1％の回収率を得ることができた。東津野村，窪川町に

比べて中村市の回収率が高いのは,中村市では対象世帯に

直接アンケートを配布して内容説明を行ったためと考えら

れる。

回答住民の属性において，年齢別の回答数は， 3流域と

もに20～49歳に比べて50～99歳（特に50～69歳）が

多く，全回答数に占める割合は，東津野村で53％，窪川町

で64%，中村市で76％であった。男女別では,女性より男

性の回答率が高く，東津野村で53％，窪川町で57%，中村

市で75％を占めた。中村市で年齢別，男女別の回答数の割

合が,東津野村，窪川町と比べて大きく異なっている原因

の一つは,アンケートを住宅地図に記載された世帯主名で

配布したことが考えられる。

Fig.2に対象流域住民の職業別回答率を示す。職業別で

は， 3流域ともに20～49歳の男性は会社員と公務員が5

割以上と多く，女性は主婦の占める割合が高い。一方，50

～99歳では,男女ともに会社などを定点退職して,東津野

村や窪川町では農業従事者,中村市では無職が多くなって

｢羅爾1
面秋131km2
人口2800人

懸魑室 四万十川

喋m
見川

匿瀬旧

々崎侭
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人口14500ノ

後川

／~〆
（

耳切、

r後川

耳

只伺只伺

中村市｜
面積385km2
人口34800人

中脳馬

K達獺甚偶言序田櫨

Fig.1 四万十川流域の調査地点

Table.1対象流域住民の配布・返信数と回収率

地域 東津野村 窪川町 中村市 流域全体

配布数（通） 300 300 1000 1600

計

歳
歳
歳
歳

９
９
９
９

忽
理
電
電
合

２
２
５
５

０
０
０
０

男性

女性

男性

女性

（20％）

（27%）

（33%）

（20%）

(100％）

（ 17%）

（19％）

（40%）

（24%）

(100％）

20

28

34

21

103

（18％）

（ 6%）

（57%）

（19%）

(100％）

（18％）

（11％）

（51％）

（20％）

(100％）

８
０
１
５
４

１
２
４
２
０１
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34
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97

514

129
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721

返信数（通）

回収率（％） 34．3 34．7 51.4 45.1
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Fig.3流域住民が持っている四万十川のイメージの回答率（複数回答可）

いる。これは，上流と下流では周辺の自然景観や水の透明

感が異なるためと推察される。一方，下流の窪川町と中村

市では「多くの生き物が生息する川｣， 「体験型の観光がで

きる川｣， 「水害の多い川」が東津野村に比べて回答率が高

くなっている。下流では，希少生物が未だに多く生息して

いることへの関心が高いこと,観光施設が比較的整備され

てきていること,過去に多くの水害を経験してきているこ

となどがその要因と考えられる。

Fig.4に流域住民が持っている四万十川の価値（四万十

川が流域住民に果たしている役割)についての回答率を示

す(複数回答可)。3流域ともに回答率が比較的高かったの

は， 「水資源｣， 「安らぎ｣， 「自然との触れあい」 ， 「高知の

PR材料｣， 「生き物の生息地」であり，逆に「価値はない」

と回答した住民は非常に少なく1％未満であった。このこ

とから，ほとんどの流域住民は四万十川に何らかの価値を

見出しており，特に生活用水や農業用水としての水資源，

自然や生き物との触れあいや安らぎを求める親水面,また

観光産業で果たす役割も大きいと感じていることがわかっ

た。一方，回答率が低かったのは「人間形成｣， 「教育」で

あった。この原因には，小中学校のプールなどの各種教育

施設が完備されてきたことで,子供達の四万十川の利用頻

度が低下し，自然から学ぶ機会が少なくなっていることが

考えられる。

流域別に比較すると，東津野村では「清涼感」への価値

は高いが,その下流の窪川町と中村市では次第に低くなっ

ている。これはFig.3で上述したように，下流では水の透

明感が低いイメージがあるためと考えられる。

Fig.5に四万十川の各要素が数十年前と比べてどのよう

に変化したかの回答率を示す。なお，男女別でさほど著し

い違いはみられなかったため年齢別で整理した｡｢大水｣を

除く全ての要素において,半数以上の住民が数十年前より

減少したと回答した。かなり減少した，減少したの回答率

－9－
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Fig.4流域住民が持っている四万十川の価値の回答率（複数回答可）

が最も高かった要素は｢川で遊ぶ子供｣と｢魚の量や種類」

であり，8割以上の住民が減少したと回答した。勝浦川の

調査2)においても,川で遊ぶ子供の減少を多くの住民が指

摘しており，清流に共通した減少要素と考えられる。

「魚の量や種類」については，自由意見として， 「ダムに

より魚が遡上する数が減った｣， 「ブラックバスの放流に

よって生態系が変化している」などの意見がみられた。ま

た，高知県が平成7年度に行った調査4）では， 「アユ，ウ

ナギ,エビなどが非常に少なくなった」という回答が最も

多く， 「子供達が川で遊ばなくなった」という回答は5番

目であった。このことから，流域住民はこの5年間に川と

の関わり合いが急激に減少したこと,また依然として魚の

量や種類が減少していることを強く感じていると思われ

る。

「水の透明感｣， 「草花や昆虫」は7～8割，また， 「森林

や竹林｣， 「水量｣， 「景観の美しさ」についても6～7割の

住民が減少したと回答した。流域別にみると， 「水の透明

感｣， 「森林や竹林｣， 「水量」が減少したの回答率は，下流

の窪川町や中村市で高くなっており， 「過度の森林伐採に

より保水力の高い天然林が激減し，水量変動が激しくな

り，水質を悪化させた｣， 「ダムの影響や土木工事による土

砂流出で水質が悪化した」という意見があった。下流域で

は,森林の減少による水量減少や水質悪化の認識が比較的

高いといえる。「草花や昆虫｣については,上流の東津野村

で減少したの回答率が高く，「ホタルが減少した｣,「護岸工

事で草花が減少した」など意見がみられた。

「川の伝統行事｣は,約半数の住民が減少したと回答して

おり，「四万十川のイベントとしての行事は増えたが,昔な

がらの漁法など，伝統的なものは減少した」という意見が

あった。「大水」については,東津野村と窪川町では変わら

ないと回答した割合が高いが，下流の中村市では4～5割

の住民は減少したと回答した。これは,窪川町より下流の

佐賀取水堰による放流や,護岸工事などの治水対策による

効果などが考えられる。

3．3流域環境への期待像

Fig.6に現在の四万十川に対する満足度の回答率を示す。

満足が不満の回答率を上回った要素は， 「遊びなどの憩い

の場として」であり， 「山や川の自然景観について」では，

満足と不満がほぼ同率の回答率であった。一方，満足より

不満の回答率が上回った要素は， 「川の水のきれいさにつ

－1卜



a)川で遊ぶ子供 b)魚の量や種類 c)水の透明感
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a)遊びなどの憩いの場として b)山や川の自然景観について c)川の水のきれいさについて
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Fig.6現在の四万十川に対する満足度の回答率
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いて｣， 「生き物の生息地として｣， 「環境を配慮した道路な

どの整備｣， 「治水対策について」であった。これらの自由

意見として, 「水質悪化の原因となるダムの撤去｣， 「保水力

向上と動物保護のための自然林の育成｣， 「道路幅が狭く，

拡張工事が必要｣， 「遊歩道やサイクリング道路が欲しい｣，

｢護岸改修の自然工法にさらなる工夫が必要｣などを要求す

る意見があった。流域住民は，自然景観に富んだ遊びや憩

いの場所としては比較的満足度は高いが，自然や生き物の

減少，道路や橋などの基盤整備，治水対策には不満を持っ

ている住民が多く，さらなる自然環境の維持・修復を重視

した基盤整備と治水対策方法の検討を期待していると思わ

れる。

3．4流域間での問題意識

Fig.7に流域間における問題点や不公平感の回答率を示

す。流域間の問題点や不公平感は，半数以上の流域住民は

特に感じていないと回答した。一方，上流あるいは下流に
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Fig.8流域間での問題点や不公平感を感じる要素の回答率(複数回答可）

40

頻度が「年に数回」という回答が， 3流域で6割程度を占

め， 「月に数回」が3割程度， 「週に数回」が1割程度であっ

た。自由意見からは， 「日々の生活の中で行う」という意見

もみられた。

3．6環境保全のための費用負担意志額

流域住民が四万十川の環境保全に対して,どの程度の協

力意識を持っているかを仮想評価法(ContingentValua-

tionMethod;以下CVMと称す）を用いて評価した5)。

CVMは，環境を保全することによって得られる便益を貨

幣額で定量評価する方法の一つである｡本調査では,「あな

たが理想的だと考える四万十川に改善するとした場合,一

世帯で1年間にいくらまでなら負担することに賛成できま

すか」という質問に対し，流域住民が支払う用意のある金

額（費用負担意志額）を計測した。

Fig.11に四万十川環境保全のための費用負担意志額を示

す。四万十川の環境保全に対し， 3流域において約8割の

住民から費用を負担することに賛成の回答が得られ,また，

このうち98％の住民が年間0～10000円の負担額を回答

した。年間負担額の加重平均は，東津野村4600円，窪川

町4000円，中村市6000円であり， 3流域では平均5500

円であった。参考までに，回答住民の家計の年収額を質問

した結果をFig. 12に示す｡3流域ともに回答住民の過半数

は年収400万未満であり，加重平均すると,年収500～600

万円と推定される。

この費用負担意志額の多少について，これまで流域住民

が河川環境に対して評価した事例は非常に少なく，また，

評価手法も様々であるため一概には比較できない。とりわ

け,平成8年度に東京都および京都市の都市住民を対象に，

四万十川に対して同様な質問を行った調査6）では，年間

14,611円の値が得られている(なお対象住民の平均年収額

は763万円であった)。本調査の流域住民の値と比較する

と，平均年収額で違いはあるが，都市住民が考える四万十

川は，清流のシンボル的存在として認識が高く，流域住民

より高い価値を見いだしていることがわかった。

対して不満を感じている住民は,若干ではあるが下流にい

くに従って高くなる傾向がみられた。

Fig.8に流域間での問題点や不公平感を感じる要素につ

いての回答率を示す（複数回答可)。3流域ともに， 「ゴミ

の投棄｣， 「排水の流出」を問題視する回答が非常に多く，

｢ビニールなどのゴミが目立つ｣,｢ゴミ投棄は流域住民だけ

でなく旅行者，観光客にも問題がある｣， 「ゴミや汚水は各

自がもっと配慮すべき｣， 「小学校の頃から環境の大切さを

教育すべき」などの意見がみられた。またそれ以外に， 「森

林の整備･管理｣， 「環境保漉意識｣，中村市では「シラスの

捕獲」の回答率も比較的高いことがわかる。

3．5環境保全への活動意識

Fig.9に流域住民の環境保全活動意識についての回答率

を示す。 「ゴミ拾い活動」は，3流域ともに7～8割の住民

が自分でしたいと回答し,また,「化学肥料や農薬を最小限

にする」ことも，田畑の保有率が高い東津野村と窪川町で

自分でしたいという回答が同様に高くなっている。ゴミ拾

いや肥料･農薬の使用量を減らす流域住民の活動意識は非

常に高いことが伺える。

「生活排水の浄化施設をつける」ことに対して,自分でし

たいと回答した住民は，東津野村で約7割，窪川町と中村

市で3～4割であった｡東津野村で回答率が高い原因には，

上流の山間地域では公共下水道の整備が進まないため(東

津野村では平成14年度現在も未整備)，浄化槽を今後も個

別に設置していかなければならないという意識を持つ住民

が多いためと思われる。

「森林の保全･管理をする」ことについては,私有の山地

を保有する住民が多い東津野村で自分でしたいという回答

率が比較的高くなっている。しかし，個人での保全管理に

は限界があり，行政の協力を求める住民も多いことが伺え

る。「自然保護のPR」については,行政が主動で行ってい

くべきと考える住民が多いことがわかる。

Fig.10にFig.9で示した5項目の要素の中で，自分でし

たい活動に参加できる頻度についての回答率を示す｡活動

－13－
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透明感，草花や昆虫，森林や竹林，水量，景観の美しさ

についても6割以上の住民が減少したと回答し，特に下

流では,森林の減少による水量減少や水質悪化の認識が

強い。また，川の伝統行事は約半数，大水は下流の中村

市で4～5割の住民が減少したと回答した。

(5)現在の四万十川に対する流域住民の満足度において，

自然景観に富んだ遊びや憩いの場所としては比較的満足

度は高い。しかし，水質や生き物の生息地，道路や橋な

どの基盤整備,治水対策には不満を持っている住民が多

いことがわかった。

(6)流域間での問題点として， 3流域ともにゴミの投棄，

排水の流出を問題視する回答が非常に多い。また，森林

の整備・管理，環境保護意識中村市ではシラスの捕狸

を指摘する回答も比較的多い。

(7)環境保全活動として，流域住民のゴミ拾いや肥料・磯

薬の使用量を減らす意識は非常に高い。また，生活排水

の浄化施設の設置，植樹などの森林の保全・管理に対し

ては,東津野村で比較的高い活動意識を持っていること

がわかった。自然保護のPRについては，行政の協力を

4．おわりに

四国地方の清流河川の一つである高知県四万十川を対象

として,その流域住民に環境保全に関するアンケート調査

を実施した結果,以下の知見が得られた。

(1)アンケートの回収率は，東津野村で34.3％，窪川町で

34.7％，中村市で51.4％であり， 3流域平均では45.1％

の値を得た。

(2)流域住民の多くは，3流域ともに山や川の自然景観が

美しい特別な川というイメージを持っている。また，上

流に比べて下流では，自然景観が美しく清涼感のある川

のイメージが弱く，逆に体験型の観光はできるが水害の

多い川のイメージが強いことがわかった。

(3)流域住民は， 3流域ともに水資源，安らぎ，自然との

触れあい,高知のPR材料,生き物の生息地に高い価値を

感じている。また，上流に比べて下流では，清涼感への

価値は低い。

(4)数十年前の四万十川と比較して，川で遊ぶ子供，魚の

量や種類は8割以上の住民が減少したと回答した。水の
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求める住民が多い。活動頻度については,年に数回の回

答が3流域で6割程度を占めた。

(8)環境保全に対する費用負担意志額を質問した結果， 3

流域ともに約8割の住民から費用を負担することに賛成

の回答を得た。年間負担額の平均は5500円であった。

以上より，四万十川は，自然景観に富んだ遊びや憩いの

場としての希少価値また知名度による観光価値も非常に

高いと考えられる。今後の河川整備においては，これらの

価値を低下させないように,保水力向上のための森林の保

全管理の強化，景観や生態系を配慮した護岸描造の工夫，

水生生物の生育や浄化機能を有する自然工法の導入,下水

道などの浄化施設の整備促進など，自然環境の維持･修復

を重視した基盤整備が望まれる。また，ゴミの不法投棄に

対する規制強化や河川利用者の環境保全意識のさらなる向

上も期待される。
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APPLICATIONOFSYNTHETICTANKMODELSIMULATIONONTHEAREA

WITHPOORBASICHYDROLOGICALDAIAAMAILABILITY

RyoichiKawasald*

基礎的水文観測記録の貧弱な地域での統合ﾀﾝｸモデルシミュレーションの適用

川崎良一驚
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要旨

地表系の水収支バランス解析モデルとして菅原の｢タンクモデルlは，ｼﾝブﾝﾚな構造と，それにもかかわらず精度の副応
答とによって日本のみならず,多くの国々で広く利用されている｡筆者らばこのタンクモデルを地下系にまで拡張した｢統合
タンクモデル(総合貯留ﾓデﾝﾚ弧を用い,地表系･地下系を統合する流出,水収支解析を行ってきた。この結果統合タンクモデンレ
が,特に基礎的な水文観測記録の不足しがちな発展途上国において,マクロな流域マスタープラン･レベルでの開発計画策定の

ツールとして極めて有効であること確信した。ここに，その概要を紹介すると共に基礎的資料の乏しい，もしくは欠損する地
域でこのモデルを用いることの優位点と，またその限界とを示すb
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[四万十・流域圏学会誌第2巻第2号 23-27 2003]

＜総説＞

吉野川流域圏を模索して

大和田建太郎＊

1 ．はじめに

「暮らしと生命を託している吉野川は,一蓮托生のつな

がり。県境は無意味です」…･…。二○○三年三月に徳島市

内であった市民グループの「森と海をつなぐ流域圏構想」

シンポジウムで配られた高知県土佐町,式地寛肇さんのパ

ンフレットにこんな言葉が載っていた。シンポジウム後の

「吉野川を食べる｣懇親会場には,式地さんの生産した｢吉

野川源流米」も供された。

ちょうど,京都で開かれていた世界水フォーラムの主要

テーマは,水資源の保全に向けた森林対策を含む国境を越

えた協調だった。

四国四県は，高知県嶺北の吉野川水源地域を共同の「み

ずがめ」としている。高知県が二○○三年四月に森林環境

税を導入したことから,他の三県でも森林保全策にかかわ

る議論が高まってきた。また，市町村合併後の都道府県行

政のあり方を見直す動きの中で,四国四県は広域的自治体

の未来像をさぐる勉強会をスタートさせている。

水と緑で構成される流域は,県境を越えた広域連携を促

してやまない。しかし，このような発想が根づくには，た

とえば次のような難題がありそうである。

ってくれた。作家が永眠されて間もないころ，その足跡を

訪ねた。早明浦ダム近くの丘にたたずむ旧居跡の前には，

かつてこんこんと湧く泉があった。だが，ダム建設と前後

するように周辺では人工造林が進んで，自然景観の変容と

ともに泉の枯渇は始まったらしい。

山の荒廃の深刻さは,徳島県内の那賀川流域でも同じで

ある。「針葉樹の山に関心を」と題する徳島新聞コラム(二

○○一年一一月四日）に， こんな文章が載っていた。

「視界を埋めつくすような美しい紅葉が見られるのは，

わずかな場所に限られている」 「スギ， ヒノキなどの針葉

樹が植えられた山では,一年を通して山肌は緑色を保って

いる．……林業不振や後継者不足などの理由で荒廃が激し

く，シカやサルなどの動物のすみかとしてすら機能してい

ない。紅葉しない山々からは沈痛な叫びが発せられてい

る｣。

かって，那賀川下流の自治体や企業が，しきりに上流・

木頭村で計画されたダム建設の実現を求めていた｡山林経

営者のひとりは,そうした意見をふりかざす企業関係者に

対して「それよりも，企業の用材のため皆伐された山の面

倒をみてほしい」と水づくりの前提である森づくりを懇願

したが，その叫びは無視され続けた。

ダム計画が放棄されて間もなく，阿南市など一市七町村

が「那賀川流域懇談会」という集まりをもった。首長たち

は，山の再生に向けた植林，間伐材の活用，山村の振興，

上下流住民の交流などを話し合うことにした。

最上流の木沢村では,村民たちが禿げ山に雑木を植林し，

焼き畑農業を復活させて雑穀を育てている。こうした作業

には漁民たちもボランティアで駆けつける。ここに，連帯

する流域社会の姿がおもむろに浮かび上がってくるので

はないだろうか。

沈黙の森の広がりは，しだいに流域社会の大きな関心事

となってきた。山と川で代表される自然環境は，重要な地

域資源である。

その価値を再発見して持続的な発展をはかることが，山

村の明日を約束することになるのではないか｡そのように

思わせる動きが， 目立ってきた。

･流域圏という考え方を県境を越えて根づかせるには，ど

のような手だてがあるのだろうか。

･住民と行政は,公共財としての水源地域の保全に共通認

識をもつことができるのだろうか。

.なによりも，一蓮托生にある川上・川下の関係が， 日常

の茶の間の話題になりうるのだろうか。

吉野川下流にあって，日ごろ水源地域の恩恵を受けてい

ながら,筆者の上流域に対する知識はきわめて限られてい

る。それにもかかわらず，あえて拙論をまとめることにし

たのは,すでに多様な研究活動に取り組む四万十・流域圏

学会会員の方々から，ご教示とご批判を仰ぐためである。

2．沈黙の森から

「湧き水がこんなに痩せ細ってしまった， と先生は帰郷

のたびに嘆いていましたね｣。大原富枝さんが生まれた吉

野川の源流域・高知県本山町で作家の係累の人が，そう語

＊徳島文理大学総合政策学部〒770-8514徳島県徳島市山城町西浜傍示180
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知事から市町村長に移譲された｡行政区域内の山の健康状

態を見て間伐などを勧告することが,市町村の仕事となっ

たのである。

森林をもつ市町村は,市町村森林整備計画を二○○二年

に定めた。これを前に,森林を機能に応じて分類する区域

設定（ゾーニング）の作業がなされた。

森林をその多面的機能に応じて,水源かん養や災害防止

機能を重視する「水土保全林｣，生活環境や保健文化機能

を重視する「森林と人との共生林｣，木材生産にウエイト

をおく「資源の循環利用林」の三区域に分類することにな

った。従来も保安林制度のもとで，水源かん養や土砂流出

防止など機能に応じた指定があったが，たとえば保健･風

致保安林は「森林と人の共生林」に分類された。

市町村は,このゾーニングを踏まえた森林整備計画によ

り伐採，造林，間伐，施業の共同化，林業従事者の養成と

確保などを明らかにすることになった。

こうした改革の成果を上げるには,相応の財源措置がと

もなわなければならない｡森林施業への所得保障の導入は，

間接的には市町村森林整備計画の策定,複数所有者の共同

施業などへの誘導策にもなるとみられるが,山村自治体に

とっては必ずしも使い勝手のよい武器になっているわけ

ではない。

したがって,山村自治体は国の補助金制度はじめ地方の

創意工夫を損なう中央集権システムに対して,改革の声を

絶えず上げ続けなければならない。

このようにして,分権型社会の入り口に立った自治体は，

自然と共生する社会の構築をテコに地域活性化をはかる

ノウハウを習得していくことになろう。

3．地方分権の始動

分権型社会への移行は，自治体の機能に少なくとも三つ

の変化をもたらしつつあるといえよう。そこに，中山間地

再生に向けたヒントが潜んでいるように思われる。

第一は,森林法改正によって,都道府県および市町村の

権限が強化されたことである。

第二には，市町村合併の大波である。合併後に少なから

ぬ山村役場が職員の削減に見舞われる。そうなれば，山村

における最大の地域資源である森林の維持がなおざりに

されよう。そんな困惑が，自治体の森林法改正に対する認

識を改めさせつつある。

第三は,都道府県レベルにおいて,課税自主権を環境保

全面で発揮しようという動きである。

一つ目は,森林法改正で移譲された権限を裏付ける財源

の付与が不十分なため,市町村は森林法改正の意味を軽視

しがちであった。

それが，二番目の合併に関連して，権限移譲への財源欠

落に対する問題意識を引き出すことになった。

つまり，合併で過疎化の進行が懸念される山村自治体の

一部から,森林法による権限移譲を林野庁補助金制度の改

革でバックアップすべきだとする要求が高まってきた｡森

林環境保全を新たな雇用創出につなげるため,ハードな土

木に偏重してきた公共事業をマンパワー確保というソフ

ト面に少しずつシフトさせようというものである。

三番目に,課税自主権の浸透が都道府県行政におよぼす

影響ははかり知れないものがあるが,四国ではまず環境保

全型社会を模索する新税の登場に現れたのである。

森林法改正によって,都道府県は好むと好まざるにかか

わりなく，地域の森林資源について当事者意識をもつこと

になった｡国の機関委任事務として森林政策を下請けして

いたときには,その不手際を国の責任として棚上げするこ

とができた｡機関委任事務からの解放は,都道府県の政策

構想力を鍛える空間を拡大させることになった。

中山問地域が森林保全だけで生きていくには,限界があ

ろう。しかし，分権型社会にあっては，これまで以上に自

治体の創意工夫を発揮できる領域が広がってくる。

5．森林環境税

多くの山村で手入れの行き届かない放棄林が増えてお

り,森林労働の担い手確保や山間地振興が差し迫った課題

となっている。

高知県の森林環境税は,この状況に対する一つの処方菱

である。ねらいは,森林保全のコストを住民に広く薄く負

担してもらうことを通じて,貴重な地域資源への理解を広

げることにあるように思われる。つまり，山の公益的役割

についての啓発にあるといえそうだ。

その税収規模は,手入れを要する人工林の育林費用の一

割にも満たないといわれ,間伐などの財源は今後とも国庫

補助金や県の一般財源で対応することになる。

各地でさまざまな自主課税が導入され,検討もされてい

る。その中で，県民に対して県民税への超過課税を課すこ

とは新しい試みである｡産業廃棄物税のように特定の事業

者への課税とは異質のものである。

県レベルで全国初の森林環境税導入は,未知の世界への

さわやかな挑戦である。この新税検討チームは，よく酒場

でNHKドキュメント番組『プロジェクトX』の主題歌を

口ずさむという。番組はさなざまな困難に立ち向かって進

4．森林法改正

地域資源である森林への対応は,分権化によって新たな

ツールが用意された｡森林にかかわる都道府県と市町村そ

れぞれの役割が拡大したことを注目したい。

森林法の改正で，都道府県の地域森林整備計画の樹立，

林地開発許可などが機関委任事務から自治事務へと変わ

った。

また，市町村森林整備計画は，かつて県知事の承認とい

う県の関与があった。改正後は，市町村が県と事前協議し

て定めることになり，関与は縮小された。

さらに，普通林の伐採届けの受理とその変更命令,施業

の勧告，複数所有者の施業実施協定の認可などの権限が，
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路を開いた人びとの物語であるが,新税の組み立てに至る

ドラマに通じるところがあるに違いない。

この新税は,ただちに四国共通税となって根を張るわけ

ではないとしても，ドミノ倒しのような連鎖作用をもつの

ではないだろうか｡吉野川水源地域の恩恵は,下流の徳島

県はもとより香川，愛媛県にもおよんでいるからである。

森林環境税が水源税（試案）として提起されたとき，他

の三県知事もその意図を高く評価した｡四県はその地理的

条件から,行政区画を越えて森林資源に向き合う対応を促

されることになった。

現実に,香川用水を早明浦ダムから導水している香川県

は二○○二年度，嶺北広域行政組合（五町村で構成）を通

じて民有の水土保全林の除間伐を助成するため,総額三四

○○万円の補助金を予算化している。

四国規模での水源地対策がそれぞれの県民のコンセン

サスを得られるかどうかは,今後の成り行きを見守らなけ

ればならない｡四県住民が四国規模の地域意識,つまり「四

国の民｣というアイデンティティをどれほど共有できるか

は,地域メディアの報道姿勢によっても大いに左右される

ことになろう。

県境を越えた森づくりの連係プレーとしては,長野県か

ら愛知県三河湾に注ぐ矢作川で早くから下流負担の基金

による上流森林の整備が行われてきた｡神奈川県や横浜市

も，山梨県で水源の森づくりを進めている。

このような協調すべき課題を前にして,二○○二年九月

には愛媛県に事務局を置く「広域自治体の将来像について

の勉強会」が各県職員の参加で発足した。勉強会では，総

務省の担当官からヒアリングしたり，各県の市町村合併の

状況を報告したりしている。

見方によっては，参加している職員たちは，四国規模の

地方自治システムの土台づくりに取り組んでいるわけで

ある。まず，四国の将来像について共通認識をもち，それ

を各県民にきちんと伝えていくことが当面の課題となる

のではないだろうか。

民間にあっても,たとえば徳島経済同友会は二○○三年

二月,合併による市町村の行財政基盤の強化を踏まえて都

道府県を広域統合した「道州制」を提言している。国から

地域へ,都道府県から市町村へ,官から民へという役割移

管の上で，近県が互いに協力するかたちで「道州」の受け

皿をつくろうというのである。

その背景には，これまでの地方行政がともすれば，非効

率な公共事業に依存して,地域のもつ個性とか地域力を発

揮できなかったという反省が込められている｡住民による

自己決定・自己責任の原則が明白になれば，自ずと活力を

取り戻すであろうという 「新しい地域像jを掲げている。

7．流域圏のバリアフリー

このように見てくると，吉野川流域圏構想は四県の広域

連携の一つのパターンとして位置づけられよう。流域圏の

構築には,緑と水の行政分野で県境をバリアフリーにする

ことを求められる。仮に，吉野川水源地域の森林保全など

の共同化をはかろうとすれば,県境はあまり意味をもたな

くなる。

この視点に立つと，水と緑にかかわる中央省庁のセクシ

ョナリズム…治水＝国土交通省，治山＝農林省林野庁,上

水道＝厚生労働省と分立した国の機関…もまた,バリアフ

リーの概念から超然としてはいられなくなろう。

流域の広域的課題に流域住民の声を反映させにくい状

況は，民主主義の欠損として説明される。近年，これが国

の財政事情を背景に大きな政治課題となって,公共事業の

政策転換が叫ばれてきたという経緯がある。

たしかに政策課題が流域単位で包括的に検討されるな

らば，財政的なメリットも出てきそうである。

たとえば,計画中止となった徳島県木頭村の細川内ダム

と吉野川河口の第十堰のうち,細川内ダムの計画投資額だ

けでも日本の造林関係予算の二倍に達する｡二つの事業費

約三千億円を四国山地の森林整備に二十年間で向けられ

れば,一年間当たり百五十億円の財源が生まれることにな

ると依光良三高知大学教授は試算している（『森と環境の

世紀』日本経済評論社，二八五頁)。

吉野川流域を広域的な環境資源ととらえれば,それに調

和する公共事業とはなにか,林業不振の中で土木事業に傾

斜してきた流域経済はどう振興できるのか,省庁の縦割り

6．四県の広域行政

都道府県レベルの連携や連合の模索は,市町村合併の推

進によっても現実の課題となってきた。合併は，分権の受

け皿といわれる。都道府県は，市町村へ仕事を移して身軽

になるにつれ,県境を越えた広域的な役割を担うことにな

る。

たとえば,産業廃棄物課税で共同歩調をとる岩手,秋田，

青森三県で構成する北東北広域政策研究会は二○○二年

末，市町村合併特例法期限切れから五～十年後を目途に

「北東北州」へ移行するという報告をまとめた。これを前

に行政統計データの統合,職員研修の共同化，地方債の共

同発行,長期計画の策定や政策企画の統合など幅広い領域

で連携をはかろうとしている。

こうした事務の共同化のメニューを見ると，広域連携そ

のものはけっして難しいプロセスではなさそうである｡二

十一世紀の地方自治制度のビジョンをテーマとする地方

制度調査会も市町村合併後の都道府県のあり方を検討し

ている。調査会は，ただちに全国一律に道州制を導入する

のではなく，北東北のように広域的な連携の機運が成熟し

ているところから試行する方向をさぐることになりそう

である。

四国では,八十八ヶ所のお遍路道の整備といった観光関

連事業などである程度の連携がはかられてきた。さらに，

森林政策が加わってくる。
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編成し,人手不足で放置される山林や農地の環境保全に従

事してもらう。

山村自治体が荒れ放題の森林の所有者に対して植林や

間伐を求めるには，担い手がいなければならない｡担い手

確保は,自治体の公共サービスとして位置づけられるので

はないだろうか。

森林作業員を臨時的に雇う緊急雇用策が打ち出されて

いるが，森林労働の雇用条件を向上させ,職業としての魅

力を高めるような工夫をどう取り入れるのか｡自然と付き

合いながら,社会に貢献したいという新規就労者の意気込

みだけに期待していては,担い手の供給に限界が見えてこ

よう。

行政を克服する流域単位の政策決定の仕組みとはどんな

ものか， といった課題が浮上してくる。

自己決定･自己責任という分権型社会の原則を流域圏の

中に定着させるということになれば,その政策決定には当

然，民意が反映されなければならない。省庁間のセクショ

ナリズムの解消は,県境のバリアフリーと同じような重み

をもつのではあるまいか。

もっと大切なことは，流域住民の政治的成熟である。水

や緑にかかわる議論が住民レベルでどんどん行われるの

でなければ,お茶の間に流域圏構想が定着することにはな

らない。

8．環境保全の担い手

山間地の衰退に対する処方雲の一つに,森林保全の担い

手確保がある。過疎化とはいえ，山仕事に飛び込んでくる

Iターン,Uターンの人は増えている。こうした人びとに

定住してもらえるかどうかが山村の将来を決める。

新規林業就労者たちのヒアリングで｢森林労働は公益性

の高い仕事だと思って来てみたが，公営住宅が少なく，役

場の相談窓口もない」と，受け入れ態勢の貧弱さを指摘さ

れたことがある。

その身分の不安定さは,社団法人･徳島地方自治研究所

が二○○二年に四国四県で行った新規就労者の実態調査

でも浮き彫りとなった（研究所編『水・緑・流域一分権が

生む環境保全型社会』参照)。

この調査は就業後七年以内の合計百二十一人を対象と

したが，労働条件などに関して次の点が明らかになった。

・給与形態は日給や出来高，請負が六割で，月給制は四割

弱だった。

・月収は十五万～二十九万円が多く，ボーナスなしが三割

を占めた。

･退職金制度があるものは五割強,年金制度ありは七割弱

だった。

･労災や雇用保険があるのかどうか不明という回答が一割

強だった。

･行政への要望事項に，住宅対策，社会保険の事業所負担

分への補助，生活資金の低利融資などがあった。

このような労働慣行を打ち破る試みも,少しずつ展開さ

れている。

愛媛県久万町が周辺町村とともに林業担い手の養成に

取り組む「いぶき」は，四十人余りのスタッフを抱える森

林作業部隊である。

「サラリーマンと同じく，週休二日制。町職員に準じた

給料と退職金｡能力給はないが，作業班のメンバー構成を

定期的に変えているので,みんなが均等の働きに近づく｣。

統括者の経験談には,林業労働の担い手不足を解消できそ

うなヒントがちりばめられている。

人口二千人余の徳島県上勝町は二○○三年度,森林農地

管理士チームを立ち上げる。チームは，全国からの公募で

9．地産地消

冒頭で引用した「流域圏」シンポジウムの懇親会には，

スローフードにあやかって「吉野川を食べる」という看板

が掲げられた。土佐町の源流米や東祖谷山村のソバ,川魚

のアメゴ，山菜，地卵，シジミ，すじ青海苔はじめ流域で

栽培された野菜などを食材とするフランス料理に,百人を

越す参加者たちが歓声を上げた。

四万十川財団が二○○三年秋から，四万十川流域で生産

される食品,農産物についてブランド認証制度をはじめる。

この制度は,流域八市町村でつくる無農薬栽培の野菜など

流域産品について正確な情報を消費者にアピールするも

ので,将来はホテルなどのサービス業も対象とすることに

なりそうである。

スローフードの発想を広げると，食べ物だけに限らない

地産地消という考え方になる。四万十川の水源地帯にある

高知県梼原町は,町産材を利用した住宅建築に対して二百

万円を上限に木材代金を助成している。ほぼ一棟分に相当

する金額である。また,森林(もり）づくり条例を定めて，

スギやヒノキの人工林を間伐して自然の植生を回復させ

る事業に独自に取り組んでいるほか,梼原森林組合は国内

の団体では初めて,環境に配慮した森林管理を実践してい

るという国際認証機関(FSC)の認証を取得している。

愛媛県は，公共建築は原則，県産材を調達するという方

針を打ち出している｡県立武道館が木造で建築されること

になり，久万広域森林組合木材加工基地は構造用集成材三

万立方海の生産に追われた｡安い輸入品に押されがちな集

成材だが，大量発注があれば，コスト切り下げも工夫でき

る。

徳島県も，県立高校の新築に県産材を使うことにした。

どこにでもある鉄筋コンクリート校舎の工事は発注を前

に大幅な設計変更を迫られ，工費も割高になったが，県民

は方針転換に拍手を送っている。県産材の活用は,公営住

宅の建設でも検討されている。

東北地方などの山村では,学校給食の食器に地元材でつ

くった器を使っている。かつて，四国の山村でも木の器づ

くりの技術があったのだが,過疎化とともに伝統技能は廃
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れてきた。こうした地産地消は，林業へのテコ入れになる

だけでなく，大工の雇用拡大や木工職人の養成にもつなが

り，地域の持続的発展をもたらすことになる。土木事業に

頼りがちな過疎地域は,応用力のある地場産業の育成を必

要としている。

10.むすび

森は海を海は森を恋ながら悠久よりの愛紡ぎゆく

（熊谷龍子）

宮城県気仙沼湾の漁師たちが水源地に落葉樹を植える

光景を，地元歌人はこう歌っている。山の豊かさが，漁場

を守る。昔から魚つき林という言葉もある。山の民と海の

民のきずなは，各地に残っている。

徳島県海部川の上流にある轟（とどろき）神社は，漁師

から水をつかさどる神として信仰を集めてきた｡秋の祭礼

には,土佐清水市までの沿岸漁民が大漁旗をたずさえて祈

願し,海幸のブリやカツオ,アジなどを神殿に供えてきた。

○ ○

白ユリが風に身をまかせる渓谷に夕闇が迫ると，ヒグラ

シの鳴き声が静まりかける。やがて,施餓鬼舟のろうそく

に灯がともされる｡畳三枚分のイカダに組んだ丸竹の舟は，

百個余の提灯の火影を水面に揺らせる。大豊町にある吉野

川の支流・穴内川で見た夏の風物詩だ。こんなお盆行事が

上流城のあちこちで行われてきた。

青竹を伐りだして舟を造るのも,点灯したイカダを冷た

い渓流に引き出すのも，地元の男衆たちだ。精霊流しを終

えると，山腹にたたずむ旧穴内小学校のグラウンドでささ

やかな宴が始まった。淵酒な時計台のある校舎は，改築後

間もなく閉校となっていた。 「子どもを抱えているような

家族が少なくなった｣。たき火を囲みながら，そんな話を

聞いた。

○ ○

かって四国の山村には，炭を焼き，シイタケのホダ木を

取り，和紙の原料を栽培する雑木林があって，生物の多様

性も維持されていた。しかし，一面に広がる針葉林の山並

みは，副業のチャンスを狭め，挙家離村に拍車をかけた。

モノカルチャーな山容への挑戦は,長い年月を要するだ

ろう。その後に，多少とも山に依存する暮らしが再現され

るのだろうか。

○ ○

そうではあれ,流域のなごやかなきずなが築かれつつあ

る。

研究者や行政担当者,住民らによるネットワーク「四万

十・流域圏学会」は，その先例である。

吉野川下流の徳島市民団体は学者グループとともに,源

流域で｢緑のダム」の効果を数量的に把握する調査に取り

組んでいる。水源の森では，四県のボランティア団体と住

民の交流がよく開かれるようになった。
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録＞＜再

※2巻第1号pp. 12のFig.3において落丁が見つかり

ましたので，訂正して再録いたしました。
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水界環境生態工学
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1．はじめに 2.環境生態工学へのいざない

公共用水域の富栄養化は、大きな社会問題となって久し

い｡特に閉鎖性水域では、流入汚濁負荷の増大に負荷削減対

策力槌いつかず危機的な状況に陥っている水域が数多く存在

する｡水域の水環境保全には流入負荷の削減が原則であるこ

とは論を待たない｡このため汚濁負荷削減のために各種処理

技術が開発され実規模に運用されてきている。しかしなが

ら、その技術を生かすためには、多大な設備投資および維持

管理経費､高度な運用知識などが必須である。現実にはこう

した金銭的条件が制限要因となり､対策が遅延している事例

が数多く見られる｡特に開発途上国などではその傾向が顕著

である。

こうした背景のもと、自然生態系を積極的に活用して汚濁

負荷の削減､さらには既に富栄養化が進展している水域の直

接浄化を試みる取り組みが広がっている。これらの手法の特

徴は､生物による自浄作用を効率的に活用し、かつ生物個体

群の有機的なつながり、いわゆる生態系の機能を利用する視

点をもつことである。これらの取り組みの多くは、反応速度

が遅く効率が低く見られ､先端技術とはほど遠いと認識され

ている。しかしながら一方では、先の設備投資および維持管

理経費などの問題を軽減する上で非常に有効であることも事

実である。

工学的な水処理技術に生物学的知見を取り込み､さらに生

態系という広い視野に軸足を据えた取り組み､すなわち環境

生態工学への社会的要請は､今後ますます増大するものと考

えられる

ここで述べる環境生態工学は、土木工学や水理工学､生態

学や生理学などさまざまな学際領域を含む広い分野を包括し

たものでありうる。こうしたもの全てを論ずることはもとよ

り無理である。ここでは導入として、水環境を舞台にした環

境生態工学について､以下のとおり複数回にわたる話題提供

を予定している。
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生態工学による水環境修復(本稿）

水生植物を活用した水環境修復

水環境修復に果たす水生動物の役割

有毒藍藻類アオコの現状

水環境管理への環境生態工学の適用（国内）

水環境管理への環境生態工学の適用（海外）

3.水処理への生物活用

水処理には上水処理にも下水処理にもさまざまな技術が開

発されている。凝集沈殿やろ過、吸着など化学的手法や物理

的手法が組み合わされて用いられている。1800年代までの水

処理はこうした物理･化学的手法が中心であった。生物を活

用した処理である活性汚泥法(Activatedsludgeprocess) !'2'3)

は、 1912年に米国のLawlence研究所において実験が始まり、

1914年に英国化学工業会での発表をもって正式に誕生した。

また、生物膜法(BiofIlmprocess)4's)は、 1893年から英国にお

いて検討が始まり、 1900年頃より散水ろ床法(Tricklingfilter,

Percolatingfilter)6)として誕生している｡生物膜法は､その後、

回転円板法(Rolalingdiscprocess)7)や浸漬ろ床法(Submerged

*千葉県立中央博物館環境科学研究科〒260-8682千葉県千葉市中央区青葉町955-2
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nlterPrOCeSS)8.9)などを生み､接触曝気法などに発展している。

酸化池法(Oxidationpondprocess) !0)は、爽雑物を沈殿させ

るという物理的効果もあるが､池内に藻類を発生させ有機物

分解に活用する生物処理の一種であり、古くから用いられて

いる手法である。ラグーン法(Lagoonprocess) !I)および安定

化池法(Stabilizationpondprocess) 12)と呼ばれるものは、酸化

池法と同等のものであり、これらの用語に厳密な定義分けは

存在しない。

これら生物の代謝を活用した処理技術は、物理.化学的手

法と組み合わされ､今日まで発展しさまざまな応用技術を生

み出してきている。しかしながら、生物処理において生物の

関与する機構部分は､生物処理誕生からしばらくはブラック

ボックスとして扱われてきた面が否めない。近年では､水処

理への生物学からの取り組みにより、これまで未解明であっ

た処理に関与する各種生物の生理・生態学的特性13,14》、さら

には生物群相互の関係15)が明らかにされつつある。

Foodchain Foodweb

ComplicardfOodchain

Fig.2Modeloffoodchainandfoodweb

ン食魚類の現存量は常に動物性プランクトンの現存量よりも

小さいというように宿命づけられているのである。このよう

に生態系の構造を模式的に示したものを生態的ピラミッドと

呼んでいる。この図では、単純化されているが､各栄養段階

にある生物が織りなす食物連鎖関係も、生食連鎖(Grazing

fbodchain)と腐食連鎖(DetrituSfbodchain)に大別して考え

ることができる。これら生態系を構成する生物群集全体を見

渡して食物連鎖関係を考慮した場合、関係がFig.2に示すよ

うに網目状になることからこれを食物網(Foodweb)と呼ぶ。

4.生態系と食物網

自然界を構成する生物は、それぞれ他の生物との食う（捕

食）食われる（被食）の関係、生息場所を奪い合う競争関係

などさまざまな相互関係を構築した密接なつながりをもって

いる｡特に捕食被食に関連した生物相互の結びつきを食物連

鎖(Foodcham)と呼んでいる。さらに生物と環境とを関連づ

けた体系として認識する必要性を説いた英国のTansleyは、

生態系(Ecosystem)という考え方を提唱した。その後､生態

系をさまざまな観点から意識して論ずるようになり、今日で

は「生態系」の概念は広く知られる考え方になっている。

たとえば、池沼の生態系を考えた場合、Fig.1に示すよう

に､さまざまな生物の現存量(BiomasS)は､栄養段階(Trophic

level)が上位に位置するものほど小さくなることが知られて

いる。すなわち、植物性プランクトンは常に動物性プランク

トンよりも圧倒的に高い現存量を維持し､同時にプランクト

5.ミジンコで透明度向上

Fi9,3は､ろ過摂食性の動物現存量と池沼の透明度との関係

を示したものである。この図からミジンコなどろ過摂食性の

動物現存量が高い水域では高い透明度が維持されていること

が明らかである。これは、ミジンコの捕食活性により植物性

プランクトンの生息密度が低下し､これにより透明度の向上

がもたらされた結果である。

透明度向上に寄与するミジンコの天敵は､プランクトン食

魚である。モツゴなどの小魚がその代表的な存在であり、プ

ランクトン食魚が数多く生息する水域においては､ブランク
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輔鰯 また、プランクトン食魚の現存量が高い水域であっても、

水生植物が繁茂しているところでは高い透明度が達成される

ことが明らかにされている。Fig.4は、プランクトン食魚が
くるぞう

高密度で生息する池沼(黒沢湿原:徳島県三好郡池田町漆川）

の景観を示したものであるが、魚類の生息にもかかわらず

100cm以上の高い透明度が達成されている。水生植物が繁茂

している水域では、ミジンコなどろ過摂食性の動物が､水生

植物の茎や葉などを隠れ家として活用し、プランクトン食魚

の捕食圧を軽減化することに役立てている。同時に水生植物

の茎や葉などは付着性の微細藻類や微小動物の付着担体とし

ても機能し､水中の生物現存量を高める上で大きな役割を演

じている。すなわち、 「風が吹けば桶屋が儲かる」風に、「水

生植物が繁茂していれば水の透明度が高まる」という図式が

成り立つのである。

←
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6.肉食魚類による生態系撹乱

生態的ピラミッドにおいて､各構成員たる生物群集の現存

量が調和のとれた均衡を保っている場合には､生態系は安定

しているということができる。しかしながら、何らかの外圧

によりその均衡が破られると系全体に波及効果が及び､生態

系が撹乱されることとなる。

Fig.5は、千葉県千葉市にある舟田池（面積約1.2ha、最大

水深2.3m､水容積約13,000トン）というため池において、肉

食魚類が放逐されたことによる生態系撹乱の様子を示したも

のである。肉食魚類が生息していなかった池に、何者かに

よってロングノーズガー(Lepjsosieusosseus)という肉食魚

Fig.4Landscapeofpondwhereaquaticplantsdominant

Aquaticplantsachievedhightransparen叩

トン食魚の捕食圧によりミジンコなどろ過摂食性の動物現存

量が低く抑えられ､植物プランクトンが捕食されずに現存量

を増大させるために透明度が低下する現象'6)が認められる。
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米諸国では水界環境の管理において積極的に用いられ成果を

収めている20)｡現在では保全された水域環境をいかに長期間

安定的に持続させるか､より広く深い水域への適応は可能か

など踏み込んだ活用手法が模索されている21,")。

バイオマニピュレーションによる水界管理手法は､数多く

の実践的な取り組みが報告されているが､以下にその具体例

を示す。

、プランクトン食魚類排除の事例

ミジンコなど動物プランクトンを食物源とするローチ

(roach:Rutilusrulilus)やブリーム(bream:Abramisbmma)

を捕獲して系外排除し､同時にこれらのプランクトン食魚を

食物源とする肉食魚バイク(pike:ESoxjucius)を放流して

ローチやブリームの現存量を低く維持し､ろ過摂食性動物プ

ランクトンの現存量を高く維持し透明度向上を期待する試み

羽.24.25）
。

、プランクトン食魚放流の事例

ハクレン(Hypophd,almichthysmoﾉitrUx)やコクレン

(AITSIibl'fhysnobiliS)などのプランクトン食魚を漁獲対象の魚

種として種苗放流し、高い窒素．リン濃度が維持されたまま

の水域においてアオコの現存量低減を成し遂げようとする試

み26)o

・ろ過摂食性大型動物プランクトン放流の事例

プランクトン食魚であるワカサギ(Hypomesus

IranSpaciiYcUs"抑｡"e"sis)を排除し、透明度向上に大きく寄

与する動物プランクトンである大型のミジンコ(Daphnia

pulex:最大体長約3mm)およびカブトミジンコ(D.galeaia:

最大体長約2mm)の放流、さらにワカサギを捕食する肉食魚

であるニジマス(OncoITUmchusmykiSs)の放流によるワカサ

ギ現存量を低位に維持する、いわゆる群集構造を変化させ透

明度を回復する試み2刀。

この他にも、魚類から28.31)、プランクトンから32133)、水生植

物から詞)などバイオマニピュレーションに関するさまざまな

検討がなされ3540)、生態工学に立脚した水界管理手法として

大きな注目を集めている。

が複数個体放逐された。この魚は一般にガーパイクという観

賞魚として市販されているもので、

体長は約2mにも達する。10cm以下の小さな個体を飼育して

いたものが､成長して水槽サイズや捕食量の問題から飼育し

きれず､不法投棄するに至ったものと推察されている。同じ

ような事例は、 ミドリガメとして広く市販されているミシ

シッピアカミミガメなど､多くの事例が数多く報告され､各

地で外来種の生態系撹乱が社会問題に発展している。

Fig.5から1993年の肉食魚の放逐によりプランクトン食魚

の現存量が著しく低下し､それに伴い動物プランクトンの現

存量が高く維持されるていることが明らかである。その結

果､植物プランクトンの捕食圧が筒まり、結果的に透明度が

高く維持される現象が認められた。1995年には、この肉食魚

が再び不法に釣られて池から姿を消した。その結果､モツゴ

やタモロコなどのプランクトン食魚の現存量が徐々に増大

し､それに呼応してろ過摂食性の動物プランクトンが減少し

ている。このため植物プランクトンの現存量が高く維持され

る環境に戻り、池の透明度は再び低下した。この池は、水生

植物の繁茂が著しく乏しいため､プランクトン食魚のろ過摂

食性の動物プランクトンへの捕食圧に対して､水生植物によ

る緩衝能力が発揮されず図に示すような激烈な推移が観察さ

れたものである。 本事例では、透明度の向上という結果に

収束したが、同時に溶存性の窒素・リンなどの無機栄養塩類

の均衡も崩れ、夏期の高水温期にアオコ(Microcys"s

aerUgmosa)の異常増殖を招く結果につながった。ここでは、

期せずして生態系の調和が崩れ､生態系ピラミッド構造破綻

の経緯を検証するに役立った。

7.バイオマニピュレーション

さまざまな水生生物力蒲築した生態系の仕組みを積極的に

活用して水界生態系の管理に役立てようという取り組みが近

年実用化されている。生態系を構成する生物は、それぞれ独

自の生態的地位(niche:ニッチ）を占めており、一部の生物

に人為的な操作を加えると､生態系全体にその影響が波及す

ることになる。

先の肉食魚類放逐による生態系撹乱の経緯は､予期せぬ出

来事であり、望まれない結果に結びついた事例である。一方

ではこの生態系の構造を活用し､特定の魚類などを積極的に

捕獲したり、放流したりして水域の管理を行う制御手法が開

発され､大きな注目を集めている｡本手法は､バイオマニピュ

レーション(Biomanipulation)またはバイオレギュレーショ

ン(Bioregulation)などと呼ばれ、食物網の人為的操作によ

り水域管理を目指すものである'7．18．1，)｡米国やオランダなど欧

8． おわりに

公害という観点から水質汚濁に関する監視の必要性が生

じ、公共用水域の水質分析が実施されはじめた。現在まで各

水域において膨大な量の水質データが蓄積されてきている。

この水質データは、有機物、窒素やリンの濃度、さらには人

間の健康に直接影響を及ぼす化学物質濃度などが中心であ

る｡こうした分析値は､計測地点の採水時の値を如実に示す。

その反面､計測値は採水時点の指標であり、計測地点が降雨
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など各種撹乱の影響を受けている場合には､その影響により

値が大きく変動してしまう。このため水質分析では長期的な

データ収集が不可欠である。一方、生物調査は、計測地点の

潜在的な環境容量に応じて定着している生物の現存量を把握

できる。すなわち、生物は場の平常時を常に物語っていると

いえる。換言すれば、生物は場の履歴を引きずり、一時的な

降雨などによる影響が化学的な水質分析に比較して少ないと

いえる。無論､生物調査では数値化した厳密な情報は得にく

いという面は否めない｡近年では生物相調査併用の有効性が

認められ､生物に関する情報も数多く蓄積されるようになっ

てきている。

こうして長期にわたり蓄積したデータは活用することが重

要である｡分析至上主義で正確なデータを収集することには

執心しても、そのデータをどのように生かすかについては十

分な関心がもたれていない事例が数多い｡データの収集は手

段であり、目的ではない。蓄積された貴重なデータを基に、

いかに水環境の保全に生かすかが重要である｡水環境の保全

を目標に据え、場の自浄能力を効果的に引き出し、生態系の

潜在能力を活用したシステム構築を目指す､すなわち環境生

態工学の視点が必要とされる時である。

生態学と工学との学際領域として出発した環境生態工学の

分野は、景観設計など社会システムの分野をも取り込み､今

や親水空間の創出という都市における水辺再生の分野にまで

進出し、大きな社会的注目を集めるに至っている。水産業な

ど人間の生業をも視野に入れた水環境の維持管理手法である

環境生態工学は、省エネルギー、省コストで環境低負荷、資

源循環型という利点を有している｡環境生態工学からの取り

組みは､社会的要請が今後ますます高まり、飛躍する分野で

あると期待されている。
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I ’お知らせ

四万十・流域圏学会第4回総会・学術研究発表会
四万十・流域圏学会第4回学術大会実行委員会

実行委員長村上雅博

平成16年5月29日（士）に高知工科大学で開催される第4回四万十・流域圏学会総会研究発表会に

むけて､発表者および会員の募集を行っています｡高知の味自慢の一つである初鰹を御賞味いただ
ける、ゴールデンウイーク後のベストシーズンに研究発表会を予定していますので、流域圏をキー
ワードに新しい学会にふるって御参加下さい。

5月29日(土） 第4回四万十・流域圏学会総会研究発表会（高知工科大学）

5月30日(日） ユースセッション(準会員；小学生版)現場体験ツアー

研究発表希望者各位 予稿集原稿の募集と提出について

第4回学術研究発表会（日時：平成16年5月29日（士)、場所：高知工科大学）への講

演申し込みを御希望の方は、下記の原稿執筆要領に従いまして、要旨集の原稿をご提

出いただきますよう、お願い申し上げます。

記

<電子メールでの投稿を歓迎してI ､ます①期限：平成16年4月30日（金）必着 ＞

②郵送先・電子メール宛先：学術大会事務局

四万十・流域圏学会事務局高知工科大学社会システムエ学科村上研究室

〒782-8502高知県香美郡土佐山田町宮の口185

murakami.masahiro@kochi-tech.ac.jpTEL;0887-57-2418,FAX;0887-57-2420,E-mail

③原稿枚数A4版、 2ページ（口頭発表・ポスター発表とも）

【注意】A4版で提出していただき，そのままの大きさでオフセット印刷いたします イン

ワード(MicrosoftWORD)の添付メールでの原稿提出を歓迎します。 ただし、ターネット

の電子ファイルに限らせていただきますが、送付された添付フ

ミま自動的にプリントアウトしたもの（務局では一切の編集を

ファイルで1.4MB以内の容量

アイルを直接に開いてそのまま自動的にプリントアウトしたもの（務局では一切の編集を

加えません）を予稿集にオフセット印刷しますので、原稿提出に係わる全ての責任は筆者

に属しています。

④書式等別紙の書式に従い，枠内にご入力頂き，その枠を消去した上でA4にしてから，

写真・図等を糊付けして郵送してください．
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発表方法：原則としてオーバーヘッドプロジェクタ(OHP)を使用していただきます。PCプロジェク

ター(Windows)も準備されていますが、各自のノートパソコンを持参の上、発表前の休憩時間等を利用

して作動確認を必ず行って下さいくただし、必ず予備にOHPの準備を忘れずにお願いします＞

発表時間： 1題につき20分（発表10分、傷

更があり得ます。

発表者：登壇者は四万十・流域圏学会の

土。事務上、プログラムに記載する連名

(発表10分、質

プログラムに記載する連名

疑・応答10分）以内です。発表者数によって多少の変

会員_1発表申込と同時の入会受付も可）に限りま

者は筆者以外に3名を限度とします。

注)内容やスケジュールから判断して口頭発表からポスターセッションに変更とさせていただくことも

ありますが、詳細プログラムは5月中旬に改定される予定の当ホームページにて御案内します。 （以上）
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一

講演要旨原稿の書き方
題名(12ポイントB(ゴチック体、ボールド） センタリング）

○四万十太郎（■■大学） 、仁淀花子（■研究所） 、物部学（㈱■■■■）

(10ポイント）

(10n皿あける）

ここから本文くく本文中の章、節の題目はゴチック体、本文は明朝体を利用して下さい＞＞

【注記】

・原稿の総ページ数は、A4版で2枚です。 （本文中の活字サイズは全て10ポイントを使用）

・登壇者（講演者）に、○印をつけてください。

・図表は小さすぎると判読しにくくなります。ご注意下さい。

・写真は、裏面に講演番号・氏名を記入し、所定の位置に糊付けして下さい。

、外枠は消去してください．

・原稿の裏面の中央に鉛筆で薄く発表者氏名を記入して下さい。

・本フォーマットから外れた原稿は、掲載できない場合があります。

●発表は原則として未発表のもので、一人一題（発表者）に限ります。

●任意のA4サイズの上質紙を用いて、上下左右のマージン（余白）設定は全て25mmを標準として下
さい。

●講演要旨集は提出いただいた原稿をそのままオフセット印刷にしますので、原稿用紙は用意して
おりません。

●投稿された原稿は返却しません。

マージン設定くく上下左右すべてを25mmの余白として下さい>>

A4版(2枚)<<全て白黒オフセット印刷です>>

平成16年4月30日（金）必着
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’’ 講演要旨サンプル
ニジェールにおける高速嫌気性処理法(UASB)法と
人工湿地を組み合わせた水質浄化法について

佐藤博信（高知工科大学大学院） 、鈴木薫（(株）東京設計事務所)、○村上雅博（高知工科大学）

1．はじめに

先進国で利用されている典型的な技術を基に発展途上国に水処理技術を技術移転する場合，下記の

4項目に留意するべきであると考えられる')．

●低コストであること

●維持管理が単純で省エネルギーであること

●化学物質を使用しない（生物学的処理を基本とする）

●現地で得られる資材・材料と適応可能なシンプルな技術を組み合わせること

上記の4つの留意事項は四万十コンセプトを構成しているものである本研究では，現地の社会環

境や自然特性と四万十コンセプトをうまく組み合わせた現地適性技術移転の一例として1),上向流式嫌
気性汚泥ブランケット(UASB)法，散水濾床及び人工湿地（エコ･ポンド）を組み合わせた水質浄化シ

ステムに着目し2)，実際の発展途上国におけるパイロットプラント設置例をもとに鋤，現地での適用性

について，その一連の下水処理システムと下水処理能力に関して検討した結果について以下に述べる．

2.ニアメ市の衛生環境とパイロットプラント

ニアメ市からの排水及び下水には，有機物・無機物

及び細菌等の汚染物質が含まれるが，大腸菌に代表さ

れる病原菌は, 106/100ml~107/100mlである． この排

水は，未処理のままニジェール川に放流されている．

また，市内の畑作地において野菜の生長に役立つこと

ため，農業用水として生下水が広く使用されており，

汚水に直接あるいは間接的に触れることにより，寄生

虫伝染病や種々の水系疾患が，ニアメ市では蔓延して

いる帥． これらの問題を回避するため，下水処理施設

の建設が急務である．

ニジェール国ニアメ市で実施された国際協力事業団

(JICA)による衛生環境改善計画調査の一環として行わ

.；茸

＜
＠

八一一つ

れたプロジェクトを，ニアメ方式パイロット下水処理
図－1ニアメ市位置図

システムと呼ぶ価9.1).

パイロットプラントの建設及び運転管理の目的は，ニアメ市の長期的な衛生環境改善計画を実施す
るに当り，実際に小規模プラントを用いて実験的な処理能力を確認することにある.UASB方式を採
用した理由は，以下の通りである．

温度が高いほど処理効果が高くなる

曝気を用いない為，少量の電気エネル

ギーで運転可能である

維持管理が単純である

小さな構造物である為非常に経済的

な建設が可能

汚泥消化が期待できる

UASB槽内で， メタンガス(CH4)が発

生し，それを発電に利用することが可

能である
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しかし，下記のデメリットが存在する． Fig.2ニアメ方式パイロット下水処理システムの模式図
･ BOD除去率が70~80%程度である

・ 高温度下での家庭下水への適用に限定される

・設計除去率に達するまで，多少時間がかかる

・ 窒素， リンの除去効果が低い
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以上を踏まえ，ニアメ方式パイロット下水処理システムの概要を以下に述べる．
3.ニアメ方式パイロット下水処理システムの概要

第1段階として，生下水を汚水ポンプにより，沈砂池に揚水する． この沈砂池は本処理プロセスで最
上部に位置している．その後は，重力を利用し,UASB反応槽，散水浦床及び人工湿地（エコ・ポン

ド）へ処理水を自然流下させることが出来る価9.2).
このため，本プロセスで用いる電気エネルギーは最初の揚水ポンプのみであり，電気料金の大幅な

節約につながる.UASB反応槽での処理プロセスで発生したメタンガス(CH4)は発電に利用され，処理
場の照明等に利用される．

UASB反応槽を経た処理水は,散水濾床にて 1400
浦過される．濾材は，本来，固形ゴミとして廃 ’200
棄されるペットボトルに古スポンジを詰めた 今'000
采ごﾙ･ﾍﾂ!､刀､rﾙに画ﾊﾎﾝﾝ筵訪めた言§65ものを有効利用している．

最終的に,処理水が流入する人工湿地(エコ． 8600
m

400ポンド）ではホテイアオイが栽培されている．

ホテイアオイが成長する過程で窒素を吸収し， 200
成長したホテイアオイは家畜（牛）の餌に循環 0

E_240

0－

InHow UASB Trickling Artificial
利用している． Filter Wetland

UASB法，散水濾床及び人工湿地（エコ･ポ
Fig.3ニアメ方式下水処理プロセスにおける

ンどド)によるBOD除去率は,それぞれ80%,
BODの変化

83％， 50％であり, BOD値は1,230mg･1･1か

ら20m9･1･1まで減少している(Fig.3).UASB 250
法，散水濾床，人工湿地（エコ.ポンド）にお

ける'ILN除去率は，それぞれ37.4%, 28.9%, 200

12.3％である。 しかし, P04値については変化へ150
は見られなかった(Fig.4). 5

E

4.まとめ 、-,,00

乾燥地帯に位置するニアメ市で発生する下

水は，未処理の尿尿を中心とするため, BOD 50
値が1,230mg･l-'と，あまりに高い．通常の活 。
性汚泥法やUASB法のみによる浄化方式では，性汚泥法やUASB法のみによる浄化方式では7
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国際環境標準値レベルの20m9･1･1までBOD Fig.4ニアメ方式パイロット下水処理システム
におけるT一N及びPO4の変化を除去することは困難である．処理システムが

より単純で安価なUASB法単独での下水処理

プロセスには除去率の限界があるため，一定の環境基準を達成するためには追加処理が必要である．本

研究では,UASB法にニジェールの現地の材料（固形廃棄物や植物の循環再利用を含む）を用いてロー

コストな建設が可能となる散水濾床及び人工湿地（エコ.ポンド）を組み合わせるシステムを提案し，

小規模な実証プラントにおいて超高濃度の下水排水のBOD値を国際標準値の20mg･1･1まで低下させ

ることが可能であることを実証した．
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四万十・流域圏学会ニユーズレター2003年12月
」

凡

去る11月18日に四万十・流域圏学会流域圏イブニング。セミナー2003高知が開

催されました。

プログラム

18:00-18:05開会の挨拶

浜田幸炉（四万ｰ・笏‘栂学会、企画研…委員会ノ

18:05-18:45流域圏と流域ネットワーク

毒//Z艤秀（(鰯ノクバーフロン催勤篇センター・茂蒲葺』そ部妄、 （前ﾉ国士交通省国士

総合及策研錨所･環莞郡長ノ

18:45-19:00四万十川流域住民ネットワーク

西内耀夫（四万チゾ"流域住昂六シトクーク代表避話ﾉU

以上、司会山崎真一（高知高専）

19:00-19:55オープン・ディスカッション

民・学。官連携の流域圏住民ネットワークについて

モデレーター;アクテン・ポーガノZ/メニ濡賀子(続赫fﾝズトラクターゾ

19:55-20:00閉会の辞

今共嘉彦（四万ﾁｰ，硫獺学会、会長ノ

事務局の予想を上回る多数の方にご参加をいただき，盛況のうちに無事終えることができまし

た。お礼申し上げます。
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c上皇心四万十ﾉ11物語第一章c≦＝と
平成9年7月10

rfーメッ着＝ジーー一一一一一,一一一,~一一句
鮴県縛橘本大二郎I

i
i

l 皆さん、こんにちは｡高知県知事の橋本大二郎です。 、
i

’ だ菫鱒岸貝鯉灘互蝿彗嵯潔言菫言響万十の風を感じていた ｜、 四万十川は、全国の河川が変わりつつある中で、まだまだ豊かな自然が残る、多く ！
｛ の魅力をもった河川であり､この｢宝｣を子どもたちに引き継いでいかなければな ’
i らないとの決意を抱いております。
、 具体的には､平成7年4月から､県庁の中に『四万十川対策室』という組織を設置 ｜
’ し泗万十川流域に関する総合対策を進めております｡それから2年有余が経過した 。
i 現在､四万十川が抱えている課題やその解決の為の新たな取り組みなどについて､全 ｜
i 国に理解が広がりつつあります。、 一方､全国の方々からは、 「四万十川には行きたいけれど､どこに行けばいいかよ i
l 〈分からない｣といった声や､資料提供などの問い合わせがよく寄せられます｡これ 1， までは、情報が観光に偏っていたことや、窓□がなかったことも大きな原因であると ！

｜ 考え､四万十川流域の人々､自然､生活や取り組みなどを高知県から紹介していきた ｜
i いと考えました。
、 内容にｽﾄｰﾘｰ性をもたせたいことから名称を｢四万十川物語｣とし､当面は『 I
| :至需聴菫蒻堯差三豊涙ただき､ご意見やご要望をお寄せいただくとともに、 ，i
l 皆壹濡蝉髻臘=鰡謄勵三墓康いいたします。 i
L－－,一一/一一,一~－，－~－－－，－~,一,一一一一一,一,一一一,~,一一,一一,一一"」

C_多團＆塁ご-つ

日

謹聴曇鶴戸一
●なぜ、特定の川の名前乞つけた部署が

できたのか？

①全国的に高い評価を受けている四万

十川が大きく変わりつつあったこと

②浄化対策を進める一方で、道路整備
等により自然環境が失われつつある
など、総合対策が行われていなかっ

たこと

③「流域」を対象とした総合対策がな
されていなかったこと

などから、清流四万十ﾉ||を後世に伝え

ていくための総合対策を進める横断的
な組織として発足

●何左してきたのが？
「清流四万十川総合プラン21」策定

「四万十川フォーラム21」開催等

●これからピ勺するのか？

清流の森づくり・四万十川利用ルール

の策定・沈下橘保存方針の策定等、プ

ランの方向に沿った施策や事業の実現

を図っていきます。

※四万ﾁ"/Xご関する澱合細

'四万十ウイーク（7月22日～28日】の催し’

①第7回四万十あつだかサイクリング
【24～26日：源流（東津野村）～最下流（中村市）】
196kmまるごと伽感1人と自然と清流の夏

②僕の声・泓の声・お聞きします
【25～26日：窪川町、中村市、東津野村】
フレッシコな目で見て感じたこと

…お聞きします！

③四万十源流点の研づくり
【26日（土） ：東津野村】

山と川と海のつながりきみんなで考允より
（植樹と間伐体験）
…「諦は海の悪人」の四万十版…

④全国トロッコ列車サミット

【27日（日） ：西土佐村】
パネルディスカッション⑤四万十川クリーン大作識
「自然を守る旅人」 【27日（日） ：流域一帯】

美しい自然が筋ろから、 流域内外の人々が心を一つに
トロッコ列車の旅が楽しい 清流保全

とし乙お倭L)下さし)。

【送信者】高知県四万十川対策室（担当：小松) TELO888-23-9795 E-mailsl4102@ken.pref.kochi.jp
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川物語一第二章一

9年7月25日】

THEmvERSHMANT

〃今や「最後の清流」は私の代名詞にもなっています。
大変有り難いことです。

/蕊驫烹I霊豐這製彗詮雲誌裟言手読ノ
7身

I 気がしてなりません。

／雪
を着た身体や手足（沈下橋など）もあり、顔だけの美人ではないと思つ
まだ、洪水時には泥服を着た姿になります。

更に、忘れてならないのは、地域には明るく心の優しい方々が10万人以上も
していることです。人々が生活し、なおかつ私との結びつきが強いのが大きな特
このような私を、ある人は「人々の息づかいが聞こえる川」と言い、ある人は「

川の匂いがする」と言ってくださいました。今の私は、この言葉が大好きです。
これからも、 「日本最後の清流」の名に負けない魅力づくりに努力いたします
「清らかな流れ」だけなら人の住まない渓流など、全国とこにでも存在します。
私は、清流も魚も人も全てが調和した自然の姿を、子供達に伝えたいと思います
NHK特集の副題が、～清流と魚と人～となっていたことを想いつつ・ ・ ・。

肌
一 字

■

〃ヌーソ』クt会
（ 8月10日）

四万十川でカヌー

によるマラソン大

会を開催！

【参加申し込み先】

中村市商工観光課

(TELO880-34-llll)

7月31日まで

現在

の河川

しか

ことか

平成

なされ

「清流

25日

の目を

さら

28日

四万十

県内外

行います。

☆四万十川の同。四万十ウイーク関連イベント☆ ，
◎源流点の弼づくり(26日） ：流域内外から約100名が
植樹に参加し、川の源である森林を守り、育てます。
◎第7回四万十川クリーン大作戯(27日） ：流域8市町村

が心を一つに一斉清掃に取り組みます(約1万人の参加)。
◎全国トロッコ列車サミット(27日）： 「自然を守る旅人」
をテーマとしたパネルディスカッションなど。
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四万十川があった土佐 四万十川ｶﾇｰｸﾗプ会長
河川環境保全モニター

西内燦夫
23才のテイムはTVカメラマン

16才のデイビットは高校生。

ふたりとも、カヌーは少し経験があるが、 日本は初めて、四万十川も勿論初めて、と言う米国人である。
7月20日。雲ひとつない猛暑。この二人を連れて川下りをした。
私自身は通じるんだ、 と一方的に信じている英語で、一方的に注意事項を言い放ち、
訳のわからん質問は一切無視しての出発だった。
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出発間もなくは、真直ぐ進まなかったデイビットも、私のアドバイスが効いてかすぐに上達した。
「マッスグイク、 ヒップ、ツイスト」

「スパゲティ、ウドン、コシショウブ 」

カヌーというのは、国籍、人種にかかわらず、指導さえ良ければ、年令が若いほど速く上達することが、

再確認されたまではいいが、デイビットの苦労に対しての、ねぎらいの心を込めた、

私の「褒め言葉」が通じなかったのは、 日米友好のためにも、残念に思えた。
しかし、 、 、 「褒め言葉」が通じないってことは、 「アドバイスjも、 、 、か？

さて、四万十川名物の、沈下橋に通りかかったところ、地元高校生の一団が、

橋の上から飛び込みをしている最中だった。いたずら小僧のデイピットに

「Try lt there ？＃」

「YAHO0,,,,,,,,,,,,,,」

10名近くの若者が、 「インターナショナル1 インターナショナル！」 「ツギヤザー1 ツギヤザー！ 」

訳の解からない言葉を発しながら、橘の上から飛び降りる水音は、中村市三里の谷間に大きく響いた。

地元民の私は、遠来の観光客を乗せた屋形船の行き来する場所なので、

四万十川の持つべき「情緒」や「イメージ」を心配したが、 、 、 、 、 、 、 、

この騒ぎには、周囲のキャンパー、アマチュアカメラマン、屋形船の観光客、そして、

吟行中の俳句会の一行までもが拍手喝采をしていた。

ここで二つ学んだ。

観光は、その地方の歴史文化に触れ学ぶ姿勢も大事だが、まず「楽しくなければ、 、 」

私の英語力より、若者同士の握手の方が、心が通じている。

まあ、 とにもかくにも、カヌーによる川下りを二人は大いに楽しんだはずだ。ここは名高い四万十川だ。

「カヌー」の方がI.飛び込み」なんかよりも、上品で、川の優雅さにマッチしている、 、 、

今回の旅行の最高は「カヌー」だったと、 日記に書くだろう、 、 、と予測した。

そして、帰りついた二人からの感謝の言葉、 、 、

「KAYAKKING オモシロイ」 、 、 、フムフム、 日本語少しは話せるな、 、 、

「JUMPINGサイコー」 、 、 、 ヨヨヨ、 、

「最後の一言、余分だろうが、 、 、 」

若者の心を理解できない地元民がここに居る。
戸グー／‘ -でグー〃一戸〃一夕－／‐／→グーノークーノ一／＝グー〃一博〃一〃一クーグーノー／一／一／一ノーグー〃＝グー〃.一／～〃一グー〃－〃一グー／一クーグーグ

|～四万十川情報ヘイ－｜一口メモ｜－

～四万ナノ/伽城＃民永シトクーク～ ’'四万十フレンドシップ倶楽部｜

個人・法人会員ブ更こ募集にFI !メッセージを寄せてくださった西内さんは、流域で活発に活

動している「四万十川僻村塾」の運営委員長であり、同塾らが

(詳しくは四万十川対策室まで）発起人となってH9年2月に結成された流域住民ネットワーク

の代表世話人でもあります。

構成団体数： 22 （増加中）

目的・活動：個々の団体や個人の活動を母体にしながら、住民

自らが主体となり、 （愛媛県側まで含めた）流域

での有機的なつながりを持った住民活動の展開。

窓口FAX: 0880-34-1967

※お願い～マナーを守って～

打ち上げ花火など音の出る花火は地元住民の睡眠の

妨げになっています。キャンパーにとっては一夜のこ

とでも、住民にとっては毎日のこと。

高知県では、本年度、 「四万十川の利用ルールづく

り」を行うこととしています。
－43－



FAX通信「四万十川物語」一第四章-(平成9年9月10日）

r'一'一'一'一'一'一一'一'一一'一一'一'一=一'一一'一'一一一'～'一'』
＝グー〃「
、
’
‘
、
、
睦
Ｉ
心
Ｉ
心
Ｉ
Ｉ
ｉ

、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
ｂ
■
、
、
ｈ
■
可
、
Ｌ
■
ｑ
ロ
、
ｂ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
ｂ
■
、
、
Ｌ
日
刊
、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
ｑ
く
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
可
、
Ｌ
■
、
、
ｈ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
ｂ
■
、
、
ｂ
■
、
、
ｂ
■
、
、
ｂ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
ｂ
■
可
、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
可
、
ｂ
Ｈ
、
、
Ｌ
■
、
、
Ｌ
■
、
、
ｈ
■
、
、
ｈ
■
ｑ
、

四万十川のためいき・ ・ ・
四万十川対策室
（市原利行）

四万十川は人を呼び、人をひきつける。
え！と思われる人も来てくれる。勿論、マスコミの方も、若者も、家族連れも、
海外の方も・ ・ ・
今年の漫画甲子園で優勝した沖縄県の高校生は、 ノ跡預祷（〃〃から飛び込み
遊んだとか。

四万十川は来る人誰も拒まない。しかし・ ・ ・。

とある夏のキャンプ場。 愛媛県の若者グループが河原に車で乗り込むやバーベ
キューの準備。スイカは四万十川へ。2時間後、彼らは平然と立ち去った。その跡
は・ ・ ・アアー1 1 ．
スイカの皮、残飯、ビニール袋、舅つ黒になった焚き火の跡etc.
四万十川の悲しそうな顔。見かねた人が全て片づけてくれたが、毎年どの河原で
も繰り返される、四万十夏の風物詩。
早朝。霧が立ちこめる川面にコイが大きくジャンプした。又コイよ・四万十川は
人を疑うことを知らない。

四万十川は人を呼び、人を引きつける。来る人誰も拒まない。
しかし・ ・ ・。

そろそろ考え直す時期ではないか。自然を守る旅人はJR四国のコピー。まさに、
四万十川を愛し、四万十川を守り、地域の人達と交流できる人だけが、訪れる資格
があるのだ。
私たちは建設省、流域市町村、住民の方々と知恵を出し合い、四万十川ルールを
つくることを決心した。来春には出来上がる。
来年の更には、四万十川のためいきがよろこびに変わっていることを念じつつ． ．。
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’一口メモ

~’ 四一万十 情報｜～
～跡下橋～

沈下橋とは、欄干がなく、大洪水の時に橋そ
のものが水中に沈むように造ら｛'（た橋のことで
す。

現在、四万十川流域には、四万十川本川の22

カ所と支川を併せ、全部で48カ所{て現存’てい
ます。

沈下橋は自然の中に調和l、水面との距離が
近いことから、人が川に親（みを感r、中には
自然の飛び込み台になっ-ているところもありま
す。

県では、四万十川流域の基本方向を示｛た「
清流四万十川総合プラン21」に沿って、生活
文化的遺産と1て、沈下橋の保存方針を策定す
る作業を進め･ています。

I

いろんな仕事左持った東津野村の若者が、新しい
いなかづく【)左考え,を研究所。それが「いなかづく
I)研究所」です。村外に住む参加モニターの方に、

年4回の愉快なイベントを通じて東津野村を体験して
もらい、意見左交換しながら、よりよいいなかづく
I)につなげていご勺とするものです。

参加蜜無料・定員30名
申込縫切二平成9年9月30日（火）
お問い合わせ・お申込みは

東津野村（企画財政課)TELO889-62-2311
テレビ高知TELO888-80-1111

－
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”四万十ドラマ特集”
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四万十川をまん中に、人の豊かさを考える

｢四万十ドラマ」 ～畦地履r~

原稿料は『四万一|‐川の天然アユ1kg8年分』。
ユニークな企画で18人の著名な方々に執筆いただき、
このほど四万十ドラマ（以下「ドラマ」）から出版された「水」の本が好評だ。
ドラマの職員として日夜奮闘している畦地さんが語ってくれた8年間の歩みと
抱負は1 1

雫
騨

一一バラ更創立から3年剛歩みばいかがでした力も

あつという間の3年間でした。最初は何から手をつけてよいのか分からず試行錯誤の連続。
やつと「四万十川をまん中に、人の豊かさを考える」をテーマに、会員制度「RIV駅」や「自
然の学校」を起こし、一部産直にも取り組みました。
会員の皆様とは、会員誌「RIVER」を通じてネットワークが広がり、交流が生まれました。
この交流の中から、四万十川の人や地域の魅力が分かり合え、四万十川のことをより深く知っ
てもらっています。会員の人は皆、四万十川のために一役買いたいと思っているのではないで
しょうか。
さらに、四万十産の檜を使って「四万十の檜風呂」を販売し、会社の景品に使っていただい
ています。ただ、未だ一人立ち出来ないのが残念です。 …醤…"………識……澪…琴。

一一これだけのどと壷実質一ﾉ(でやるれたんですか、ガンノ1､,っていま
ずね。

いや、いくら気持ちはあっても、僕だけの動きではとても出来ませ
ん。地域の人をはじめ多くの人々の支援のおかげです。各方面の方か
らも支援・協力していただいています。

一一これからはどんな方向へもって行かれるのです力％

ドラマは株式会社ですから、運転資金を生まなければなりません。
このため、こだわりをもった地場産品の通販を始めたいと考えていま
す。さらに会員数を増やし、会員の方々には四万十川の景観や観光面
だけでなく、地元の人の生活も産物も、それを作っている人も知って
もらいたい。地元の方々にはもつとドラマの活動に企画段階から加わ
り、知恵を出してもらって一緒に考えていきたいし、四万十川の本当
の豊かさを地元の人も気づいて欲しい。
地元以外の人から意見もどんどん出してもらって、どうしたらいいか話し合える場もつくり
たい。都市と田舎の人々が交流を通じて、四万十川を活かした地域の活性化を図ることが僕の
最終の願いです。

－ノーグー'一→グー／乳 一 ノーノーグ‘ ログーグーグ一グー〃｡ 'グーダー／一グーグーグ‐〃‐ノーグー／～ノーノーグーグーグーグーグー〃－グーグーグ

四万十情報l一ロメモ1 ～

｢四万十ドラマ」 <荻冬のr自然の学茂/ f美定)>７
５
２
７
５
８

－
コ
４

－
－

８
８
－
－
２
２
０
０
８
８
８
８
０
０
皿
瞬 ／○魚つりの学校、随時開講 、

○どんぐりを拾って育てる学校…11月9日

○お味噌つくりの学校．12月7日

○春の七草つみの学校… 1月11日

○お正月をお届けします…11/1～12/10受付

L (ミニ門松と餅) 12/25~28発送ノノ

四万十川中下流域の3町村（西土佐村、十和村、
大正町）でつくる第三セクター (H6.11月設立）

【活動内容】

①会員制度「RIVER｣ :会員数約1,500人

情報誌発行（年2回）

②「自然の学校」 ：川エビ漁や木材加工なと多彩な

内容の自然体験学校の開催

③地場産品の販売：高知県商品計画機構と共同で、

流域の旬の味覚と観光をセット

にした商品を売り出し中

＜／氷／の本～エッセー集～＞

〆糸井重里さんや筑紫哲也さんなど各界の著名人18人 、
それぞれの「水」に対する思い乞綴ってもらいましだ。

だだいま販売中1 A4判変形 170ページオールカラー

売価2,200円（消養税含・送料別) ノ、
’

お問い合わせはいずれも四万十ドラマまで

－45－
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落ちアユ考 ～四万十川対策室～
四万十川の落ちアユ漁がまもなく解禁され、この日にあわせて県内外から多く
の愛好者が下流の中村市周辺に訪れる。日の出とともに寒風の中で繰り広げられ
る情景は秋の風物詩ともいえ、写真家などからも注目されている。

それにしても、この時期のアユをなぜ「落ちアユ」と呼ぶのだろうか。春から
遡上を始め、お腹一杯に卵を抱えて下ってくるアユ。産卵後はそのまま力尽きる
という。その顔は子孫を残した安心感からか、秋□までの活き活きとした清流の
女王の姿は、どこにも見あたらない。人の人生を一年に凝縮したようでもある。
そのままそっとしておいてやりたいとの気持ちがわくが、一年魚という悲しい運
命をもっていることから、むしろ河川を汚してしまうこともあるだろうし、地域
経済に大きく寄与していることを考える必要があるだろう。

それにしても、 「落ちアユ」の名前は変えれないかと思う。 「下りアユ」は平
凡だし、 「熟女アユ」は少し不まじめか?！ －年間洪水にも負けず遡上続けたア
ユ、地域経済に貢献してくれたアユに対して、感謝の気持ちのこもった呼び名を
四万十川のアユだけでもつけてやりたい。

近年、この四万十川のアユの漁獲量が大きく減少しているとの指摘が多く寄せ
られる。乱獲や水質の悪化、山の変化など様々な原因が指摘されているが、その

実態や原因が分から
ない。

高知県では、四万
十川流域の羅針盤で
ある／鰯四万チ"／
澱合プラン27_／
の竜）の方向に沿って
来年度から水産資源

の総合的な実態調査

を実施し、その要因

を解析した上で、有
効な対策をとること

としたい。
グー〃～グーノー′～ゲーグーグーノ＝グー〃～グー〃＝ノーノーノーノー〃＝〃" ,ノークーノーグー〃包 司〃 一一r／～／‘ ･ノーノ且 グーノーノー

-l ･ l ' メモ|

/清流四万チ川藷合プラン27」

|～ ｜几l"l ･111柵～’

落ちアユ漁解禁 【 1 1月16日（日）】

高知県では、清流四万十川を流域住民はも

ちろん、県民・国民共有の財産として後世に

つないでいくことが、いま生きている私たち
の責務であると考え、四万十川流域の保全と

創造を基本に、清流四万十川と地域の振興が
調和し共存する流域づくりを進めるため、そ

の基本指針として「清流四万-H1I総合プラン

21」を策定しました（平成8年3月） 。

日の出の煙火き合図に、四万十川最下流、中村

市の赤鉄橋周辺の四万十川では、今年もたくさん

の太公望とカメラマンでの賑Wういが予想されます。

/≦豆 蕊諜軸、
団葱のひとつである四万チ〃鮮罐が次

のとおり鰯灌さ〃菱或

【1 1月15日（土） 18二30～】

く講師陣＞

塾長高橋

塾頭月尾

教授新谷

， 教授崎野

建薑臺

プランでは「循環」 ・ 「予防」 ・ 「調和」
の基本理念に沿って、四万十川が抱えている

多くの課題とその対策を始め、様々な事業を
実施する上での配慮すべき事項や目標とする
指標をできるかぎり網羅しており、この中で、
アユをはじめとする天然魚の生息状況等の調
査をもとに、その保護・増殖を進めることを
明記しています。 （詳細は別章で説明します）
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～四万十川源流点の村から～

自然と生活の調和した
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村づくりを求めて

～ｶｳベﾙ熱高知県東津野村）
会長：野瀬覚謹事務局長：熊田光男

～

らしし､ですね。名前の由来と、どうし､クきっかけで
／:カクベル会ノノミ発足されたのか義えてください。

もともとは、四万十川の自然を活かした村づくりを考える生涯学習研究大会に「近自
然工法」第一人者の福留脩文先生（西日本科学技術研究所（高知市）代表取締役）に御
講演いただいたことが始まりです。

講演内容に大きなショックを受け、福留先生が毎年行かれている先進地スイスヘの研
修に視察団を同行させてもらいました。帰国後、研修成果を一過性のものとせず、残し
ていこうという声が起こり、研修参加者でカウベル会を結成しました。スイスでの印象
的な牧畜風景・牛の首に掛かっているベル（カウベル）にちなんで名付けたものです。

一一具鉱的には、どルなことに願〃題みました八

最初の取り組みは、会員の－人が、自社の資材置き場の隣を流れる四万十川支流の護
岸工事に、村の承諾を得て「近自然工法」を取り入れました。これは私費で行いました。
その後、県の事業でも会の意見を取り入れた近自然工法による工事を行っていただきま

一「清流四万十川総合プラン21」表紙から一 ミ

リを保っていきたいと思っています。一人一人がそれぞれの集落の地域づくりを見直し、 1
具体的な活動を起こしていくなかで、自然と生活の調和した村づくりにつなげていきた 1
い°これからの村づくりは、件民の声を聞いて進めて欲しいし、住民団体も単に自然保I
護を訴えるのではなく、行政とともにどのようにしたらよいか話し合っていくことが重i

，

要だと思っています。 I
、

－－源流点から流域へ、そして全国へ。今援のﾉ藍躍を斯待しでし､まえ 、1
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一
ハ第１ 六章以降の期間（11月10日～12月高知県の主要な取り組み

カウベル会

平成3年度から5年間に渡り「ふるさと

創生事業」の一環として行ってきた'・スイ

ス農村視察研修“の参加者で結成（平成5

年） 。 全5回の視察を終え、現在会員数

46名。職業は農業、建設業、森林組合、

役場職員など多彩。近自然工法に関しては

村内土木業者らのアドバイザー的存在にな

っている。

会員の視野も広がり、若ものから新しい

村づくりの取り組みも生まれてきている。

【連絡先：東津野村役場民生課】

TELO889-62-2311/FAXO889-62-3519

①第2回沈下橋保存方針検討会(11/17）

②第1回流域圏学会(四万十学会)創設検討会(11/27）

流域圏をベースとした新たな学会の創設を検討。

③第2回四万十川利用ルール検討会(12/2）

④佐賀発電所水利権更新公開調査会(12/7）

四万十川からの放流先である河川での流量調査を

一般に公開。

⑤第2回「自然遡上可能な魚道の設置･改良」検討会

（12/8）
－47－
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～子供たちへの贈り物：四万十川～
《四万十川対策室》

21世紀まで1000日を切る年となりました。皆滕は、21世紀の扉をどこで開か
れますか？高知の新いなか一四万十川流域で悠久の流れに身をまかせながら、静かに時
を刻んでみませんか。

本年は四万十川にとっても新たなページを開く年です。NHK特崇一土佐・四万十川
一で全国に紹介されて以来15年、一過牲のブームに終わることなく、今なお全国的に
高い評価を得ているのは、 『日本最後の清流』に負うところ六ですが、清流や自然だけ
では、これだけ長＜人気が続いていないのではないでしょうか。

、四万十川は索漠
としだ現世の一滴

の清涼剤であり、

流域はIIAのふるさ
ととして、失われ

つつある「いなか」

の風情を弓なお残

してくれておりま

す。

四万十川は先祖

から預かつだ自然

の宝物。子供たち
への自然の贈り物。

流域には緑あり、

魚あり、清流あり、

沈下橋あり、をし

て素ﾙﾄな人がいる。
人々の生活が自然
に溶け込み、自然

が人々を包み込ん

でくれている地域。

だからこ差、 JR

グノL－プのフノしム
ーンボスターの撮

影場所に毛選ばれ

だのでは？7 【宝酒造（株）提供】

しかし、油断は禁物です。今春の明石大幅の開通や平成1 1年度の尾道・今治ﾉし一ト
の完成に加え、高知・愛媛双方から流域に高速道路が伸びてきております。今後、訪問
者は増加の一途をたどり、反比例するかのように、清流老人々の素#ﾄさも失われる恐れ
があります。このだめ、予防的視点から2000年度を目腰に、保全のための仕組みづ
くりを進めております。

清流通信「四万十川物語」は、本年も流域の自然、生き物、人、暮らし情報などをタ
イムリーに紹介し、新しいページを刻/Lでまいります。

ーグーノーグーノーノーグーノーノーノーノーノーグーグー／＝ダーグーグーグーグーノーノーグーノーノーノーノーグ‘ Pグーノーノーグーグ‘ ･ 下グーグーニ

l)LI" I= 11'i lli l

四万十川清流の森づくりキャンペーン

昨年7月の募集開始以降、四万十川に思い入れ左

もってくださっている、500人以上の個人や法人

の方々の入会があり、四万十川への熱い思いや今後

の取I)組みに対する意見・提言などが多数寄せられ

ています。 （継続して会員募集中）

【今後の活動予定】

●会報誌(H9年度分）の発行(1月末）

会員の皆さん一人一人が、何ができるかき一緒

に考允ていく機会にしだいと考え,ています。

●会員交流会の開催（2～3月：於愛知・東京）

会員相互の交流の場乞設けます。

山・川・海のつながりを大切にし、清流保全は山づ

くりからと、昨年度、源流点の東津野村からスタート

今年度は中流域の窪川町で実施します。

日時

場所

参加者

平成10年3月1日（日）

高知県高岡郡窪川町平串

流域内外の親子

森林や漁業関係者など約600人

植樹体験一広葉樹約4000本

講演会・クイズ大会等（予定）

四万十川総合保全機構（流域8市町村）

内容

主催

※問い合わせ先：四万十川対策室
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清流通信「四万十川物語」～第九章～(H10. 2． 10)
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かえるんど．で．かえるんど－

～ヤング・スマイル・クラブ～ 会長：窪田博子
事務局：古谷幹夫

★クラブの名前の由来は？

名付け親は若い会員で、苦しいときも、悲しいときも、年齢を重ねても、 「ヤング
・スマイル精神」を忘れないという意味で名付けました。農業経営を男性だけに任せ
るのではなく、女性の立場から農業の改善・発展を図り、地域社会に貢献できたらと
の思いを持っています。

★生ゴミ分解処理材「かえるんと」は、名前もユニークですね。

「かえるんと」は農業の原点である「士づくり」の学習の中で生まれたもので、
「士にかえる」という意味です。商品化後、県内外のJA婦人部や市民団体などから
講師に招かれたり、視察を受け入れる中で、多くの交流が生まれ、農業問題だけでな
く、四万十川の環境問題にも関心が深くなってきました。
また、堆肥をつくるだけでなく、 「生ゴミの堆肥化リサイクル運動」を進めるため
にも、役場や商工会、森林組合などに呼びかけ、 「生ゴミ堆肥を利用した花いっぱい
運動」に取り組んでいます。
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★昨年2月に発足した「四万十川流域住民ネッ
トワーク」にも加入するなと、活動の場が広
がっていますが、これからの抱負は？

会員は年齢層も出身も異なりますが、
常に活動は地元に根ざしたことをやろう
と誓っています。今後は、ヨーロッパの
農村生活や環境問題を学ぶ研修にも行こ
うと話し合っています。

★農業も環境問題も、女性が鍵を握っています。
四万十川上流の町から流域へ、全国への発信
を期待しています。

一一グーグーグーグーグd 'グーノーグ‘一〃＝〃. ．〃一グーノ‘ ,グーノーノ. ‐一→ノーノー／一ノー／ーノーグーグーグーノーグー／～ノーノーノーノーノーノ

'二四万十情報一’

ヤング・スマイル・クラブ
－

四万十川クリーン大

窪川町の農業女性グループ。平成元年12

月発足。会員は現在16名。
堆肥の学習の中で「生ゴミのリサイクル」

についての話を聞き流さずに、商品化の取り

組みに育てたのは、女性ならではの目の付け
どころ。

生ゴミ分解(堆肥化)処理材「かえるんと」

はJA四万十堆肥センターで商品化され、発

売中。

クラブ事務局(JA四万十農産課）

TEL:08802-2－3586

FAX:08802-2-0919

昨年9月に来襲した台風は、 30年振りの洪水をも
たらし、両岸の木々にはいたるところビニールの花。

四万十川上流の窪川町では、2月1日（日）早朝か
ら、町内全集落から町民が出て、これらのゴミを取り

除きました。手製の道具や川に舟を浮かべての3時間

余りの汗の結晶…。地元はがんばってます！

四万チ〃溺甜｛毎年7尽蒻率曰鮖に7万ス

瀕湊の/四万W"クリ一二を大依戦/を計画してしぽ
グb全刷琶糊鯵加をお待ちしてしlま乱
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清流通信「四万十川物語」一第十章-(H10.310)
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歳となる四万十川対策室～
一

～ー

一

｢高知県四万十川対策室」は、まもなく三歳になります。

（高知県行政改革検討委員会から知事への提言：平成6年9月）

に沿って設置されたものです。

平成7年4月の設置以降、四万十川の総合窓□はもとより、 「循環・予防・調
和」を基本理念とし、山・川・海のつながりを重視した流域総合計画『清流四万

十川総合プラン21』を策定するとともに、プランの方向に沿って様々な施策や
事業を進めております。

●これまでの取り組み（主なもの）

、

/写稟驚箸奎駕翼鯉十川方式”
※間伐材やポット苗による擁壁の緑化と

中山間振興

▼近自然工法による河川環境の復元

▼清流の森づくりキャンペーンの実施

▼四万十川流域住民ネットワークの発足

▼四万十川の清流を守ろうキャンペーン

※宝酒造（株） と高知県の官民共同キヤ

唖吾軍鞭鰡三磯房総=蓋四

実証開発
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【宝酒造(株)提供】

奎這ノ万十大使の委嘱等情報

●これからの取り組み（主なもの：予定）

2000年度までに、保全のための仕組みづくりを終了させる方向で取り組みます。

三歳となる平成10年度はプランの3年目となり、今後の四万十川及び流域の I
方向を決定づける非常に重要な年です。設立時の初心に帰り、徐々にではありま i

､

すが着実な歩みを進めますので、ご支援をよろしくお願いいたします。 l
､

一/一/＝/－/＝グー/＝/一/一/＝/＝/一/一/一グー/一/一/一/＝/～/～グー/一/＝／一/‘ ，/一〆－/一／一/1 ．/よ

※淡章(4"_Zo日発信予定ソでは'四万＋大使ノのご溜介を予定してし'麦沈
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自然に学んだ新技術

『四万十川方式」

●四万ナ〃石試とばつ

四万十川方式は、水田の水浄化機能を手本に、自然が本来持っている物質循環の自

浄機能を活かした新しい水処理システムです。

この方式は化学薬品を使用せず、木炭や枯れ木、石などの自然の素材に若干の加工

を施したものを適切に組み合わせ、微生物の力で浄化する方法で、有機性の汚れはも

とより、通常の方法では除去困難な窒素、リソ、 LAS (陰イオソ界面活性剤）も削

減できます。また、従来の方式に比べて保守管理面でも優れた特徴を持っています。

●どのような方法で雛されたのです力､P

東京大学大学院の松本聰教授を会長とする産・学・官組織で構成する「高知県自然

循環方式水処理技術研究会」で開発・実証したものです。

現在、生活排水の他に畜産排水を対象とした研究を進めています。

●と力だ7プの釧がありまｦ力､？
、ー… …

現在四万十川方式水

処理施設は、流域を始め

高知県内に16基、県外

に8基、合計24基が設

置されています。用途は

都市下水路などの汚濁水

処理の他、大型の合併処

理浄化槽の3次処理（高

度処理）施設として設置

され、処理水が再利用さ

れているものもありま

す。go （平成9年度末実績) 1
､

！
【問合せ先】高知県四万十川対策室 、

’
一／＝／＝〃＝／一／＝グーノーノー／＝グー／＝／一／一／＝グー／＝／～ノーグーグー／＝／＝グー〃一／＝／＝／一／～／一／一／小
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清流通信／四万言f〃物證/第72Z(H10.5.10) 送信者：高知県四万十川対策室

俵フヲ智さん"力言四フラート大使《こ就任 ロ
■■

歌人でテレビや雑誌等で御活躍の「俵万智」さんに、四万十大使にご就
任いただきました。

四万十大使は、全国で御活躍の著名な方々の中で、高知県民。国民共有
の財産「四万十川」への支援を呼びかけてくださる方に、高知県知事が委
嘱させていただくものです。謝礼は心ばかりの四万十川の天然アユです。

俵万智さんは、 7～8年前に四万十川を訪れ、
「四万十に光の粒をまきながら川面をなでる風の手のびら」
の短歌を詠まれており、この歌がきっかけとなって実現したものです。

俵万智さんには、さる4月7日に橋本高知
県知事から正式に委嘱状と大使の名刺をお渡
しして、ご支援をお願いしました。
早速、俵万智さんのホームページ

で、全国へ「俵万智のチヨコレニニトBOX」
の支援を呼びかけていただいております。

ホームページアドレス
http://www｡tokyoweb.or｡jp/gtp/twr
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弊
．

霧
●四万十大使委嘱式での俵万智さんと橋本知事

高知県では、ややくたびれた、風邪ぎみの四万
十川を健康な体に戻すとともに、一層の魅力アッ
プにむけて、四万十川方式による清流保全、四万
十川ルールや、沈下橋保存方針の策定、木の香る
道づくり事業による景観の保全など、四万十発の
様々な試みを行っております。
全国の皆様のご協力をお願いいたします。

●四万十大使俵万智さんの名刺

◎次章(6月10日発信)は、「木の香る道づくり事業｣についてご紹介します。
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清流通信／弓四万ナ〃物語L/"13" (H10.6. 10) 送信者;高知県四万十川対策宝

『~蛎手異お薪衰蕎…〒….~『"｡ ､ー…'…~'…－－1

（_……愚駄空香る預ゴくり臺叢媒……』
Q.四万十川沿いをドライブしている
と、山を切り崩した後に木の苗を植
えてあるのを見かけました。あれは
何という工事ですか。
《しまんと君》
ほとんどの人が川を見ながら走る
ので、気がつかない人もいるんです
よ。これが四万十発の新技術ﾉｦ木の香
る道づくり事業とノです。

Q.川側を埋めて広げれば安くて早い
のに、なぜこんな工事をするんです
か。

1 ~

…

●植栽後、半年が経過した状態

（窪川町一斗俵地区H7.8撮影）

《しまんと君》
平成4年頃までは、 自然の川岸をコンクリート壁でおおう道路改良を進
めた結果、 自然豊かな四万十川が、都市のような感動のない川になろうと
していました。また、川は蛇行を繰り返しながら水をきれいにしたり、生
物のすみかになっていますが、これも失われつつありました。
平成5年頃から四万十川の自然川岸を守るため、道路を山側へ広げるよ
うにしましたが、削った擁壁を従来のコンクリート吹き付け工法を行うと
自然景観が台無しとなるため、この技術が新たに考案されたのです。

Q｡四万十川での実績により、補助事
業に認められたようですね。
《しまんと君》
この技術は高知県（土木部）職員
のアイデアで、平成5年から高知県
単独で取り組んだ実績を元に国に提
案し、平成7年から認められました。
単なる自然景観の保全（緑化）で
はなく、間伐材やポット苗を使うこ
とによって中山間地域の収入増とな
るところに大きな意義があります。

●顛調に自然林へと復元しています。(H10.4撮影）

Q.最近は森林組合の方が土木事務所を訪れるとも聞きますが…。
《しまんと君》
高知県は全国一の森林県です。これからの土木は、いわゆる「士」 と
「木」の本来の土木に還ることが重要ではないでしょうか。
四万十発の新しい技術が､全国へ広がることは本当にうれしいことです。

-Topics 、

◎第8回四万十あつだかサイクリング
7/24～7/26 （応暮締切6／22）
源流の東津野肘から最下流の中肘市まで、自転車で走破します。

［お問い合わせは､東津野肘教育善国会電話(0889)-…258 FAX(0889)-82-3519一
次章(7月10日発信)は、「四万十川ルール｣についてご紹介します。
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ﾉ昏脇惣信／四万/~〃物震／第14X (H10.7.10) |･川対策塩送信背：高知県四ﾉゴ

震灘識灘蕊職蕊鱗織蕊蕊溌灘蕊難蕊簔蕊謹蕊鱸蕊蕊灘蕊蕊

流域住民や市町村、高知県が力を合わせて働きかけ、 「渡川（わたりがわ)」か
ら「四万十川」へと正式に名称変更したのは、平成6年7月25日。河川名称の変
更は、河川法施行以来四万十川が初めてです。
これを記念して、毎年7月25日を「四万十川の日」と定め、この日を含む一週
間（7月22日～28日）を「四万十ウイーク」と定めました。
四万十川ウィーク中には、四万十川の魅力に関する情報発信をはじめ、清流保
全への支援を呼びかけ等を行っています。

特に四万十ウイーク中（毎年第4日曜日）に

騨
（中村市三里沈下橘） だければ幸いです。

一第8回四万十川クリーン大作職～流壌一斉渭掬～ 、

日時平成10年7月26日（日）午前8時～10時頃
（市町村によって実施時間が異なりますので,ご注意ください。）

場所四万十川流域8市町村内（東津野村、大野見村、梼原町、窪川町、
大正町、十和村、西土佐村、中村市）

＊小雨決行
◎お問い合わせは

窪川町役場企画課(四万十川総合保全機構事務局)TEL(08802)-2-3124
四万十川対策室TEL(0888}34-9795
ー ノ

f云；垂； ；阪一'一'一'一'一'一'一"…一一、その壱四瓦土Z嵯望援乏又ユ堤患園､,､忌員悪隻 、
現在、 750名余りの方が会員としてご協力いただいております。四万I-川への熱い思い入れ1

，

とご支援をくださる全国の燗人、法人の方々！ご入会をお待ちしております。 0
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その罰 (http://www・pref.kochi.jp/~shimnto/)

5/10からの開設以来、すでに1,700名以上のアクセスをいただきました。四万l･川発の施策紺 ：

介ほか､みなさまからのご意見、 ご提言をいただく ｢あなたと私の梢報交換｣ｺｰﾅｰも設けてI
いますので、引き続きのアクセスをどうぞよろしくお願いします。 ！

、

その参珪麗胆皇皇屋,[患危Qnj二四互土lu展五J､鼠健一（主催：毎日新聞社） 1
平成10年7月1OH(金)～22日（水）

＄
京阪ギャラリー・オブ・アーツ.アンド・サイエンス(京阪口貨店守u店7階）

I
入場料 一般：400円、大・高・中4§：200円

足掛け3ｲI棚い、美しい自然を次の11t代へ引き継ぎたいとの思いで撮影した「清流の今」約70 1
，

点が展覧される予定です。 ！
◎写真案「生局の川一四万十川紀行」（淡交社刊） 好評尭売中！ ！ i
高知県知事橋本大二郎氏のメッセージも掲祇されています。

一…/",霧.､~.……,…,……,－，‘……,…,………鰊..,……",『…,…..〃－，",……,…j

沈剛． ノ町州の日ノ鮒号〈7／25発暦霧屋ノで戎ぉ蕊しみに6
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篇瀧信/四万一ﾅ川囎e.7E (H10.725) 送信者：高知県四万十川対策室

聯議繍;繍蕊灘鶏篝鐘繍篝

7月25日は「四万十川の日｣。全国の方々に四万十川をもつともつと知ってい

ただき、支援の輪が広がることを期待して設定した日です。その一環として、

今日の高知新聞には､宝酒造㈱と高知県､四万十川総合保全機構が協力して「四

万十川の清流を守ろう」キャンペーン広告を掲載しています。

俵万智さんが四万十大使として初めて、四万十川（高知県）を訪れてくださ

いました。あいにくの梅雨の真っただ中。沈下橋の沈む寸前を目撃したものの、

清流四万十川の姿は全く見ることができませんでした。この時のエピソードの

数々は、 8月4日発売分から5週に

わたって連載される「ちいさい旅み－

つけた」 （週刊朝日）で、俵さん本人が

語っていただけるのではないかと思い

ます。

それにしても、俵さんは本当に飾ら

ない方。このことは、テレビや雑誌で

も感じていましたが、直接ご案内して

改めて実感しました。

’

'1 ． や

I？

７
鯛

●西土佐村口屋内沈下橋の上で

四万十川の日に、四万十大使・俵万智さんのことを報告。何よりの四万十川

へのプレゼントです。

=伝言言板：
○四万十川クリーン大作戦～流域一斉清掃～
日時:7月26日（日）午前8時～10時頃(市町村によって実施時間が異なります｡）
場所:四万十川流域8市町村内(東津野村､大野見村､梼原町､窪川町､大正町、

十和村､西土佐村､中村市）

＊小雨決行

四万十川は､ひとりひとりの財産です｡流域の心をひとつにして｢日本最後の清流」
を守りましょう。

、

○四万十川環境保全キャンペーン

土佐<ろしお鉄道では､「環境にやさしい土佐くろしお鉄道の日｣として､±･日･祝日のワン
マン列車運賃が半額になるキャンペーンを実施しています。(子供料金はさら

l
に半額｡)期間は今年7/1～12/31で､土佐くろしお鉄道全線(窪川～中村～宿毛間）

lが割引の対象となります。 （土佐<ろしお鉄道中村駅TELO88&35-4961 )

次章(8月70日発信)は､ﾉ四万ナりんりんサイクルJについてこ溜7､Lます。
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送信者:高知県四万十川対策室Z6" (H10.8.10)＃流激肩'四万十〃物語

劣甥虫労〃
”F〃鍔矛…””〃"〃好み~PJJJ罐少少f~…

洋解雰癖f

鱸霧繍雛;鱗識繍
…少毎”〃”手F~~ヂヂク酵牟少'J少″ヂヂヂヂヂク"クヂヂ』

“
毎

Ｊ
Ｊ
〃

Fゲゲヂ”ずザ毎J

毎銘銘 ~エンヂ〃みぞ少一…み霊””〃””ジグ"r二二”少』 〃グヂグタヂグジ尹尹津汐尹友ﾛｰ■訴尹みみ汐汐…汐汐みみシヂ汐汐みゎ垂＝琴よみ夕毎〃〃み〃……〃~”ゲグクタヂクク”ずナグタタ”少少狩少”ず”ヂグ

一全国初の沈下橋コース一

四万十の爽やかな風を肌で感じながら、のんびりと自転車で走ってみませんか11

四万十川沿線には、豊かな自然がまだまだ残されており、車では一瞬で通り過ぎ
てしまう風景も、ゆっくりと眺めてみれば新しい感動に出会えます。西土佐村～中村
市の約40kmの区間に､4ケ所のターミナルを設置し、各ターミナルで自由に自転車
の乗り降りができるレンタサイクル事業を実施します。自転車は新型のマウンテン
バイク100台を各ターミナルに振り分け、事前予約で貸出を行います。（台数に余裕
がある場合は、当日でも貸出OK!)鉄道で来られた方の足として、又、車でこられ
た方は交替で外の空気に触れてみてください。このコースは、洪水時に水中に沈む
沈下橋が6ヶ所あり、沈下橋を時々渡りながら走れば、忘れられない思い出！

言r

l

霊
寧
和
鶏

●実施期間（試行）

平成10年9月10日（木）～11月30日（月）
（ただし10月17， 18日は休業）

●ターミナル（自由に乗り降り可能）
･ JR江川崎駅
・西土佐村観光協会カヌー館

・西土佐村口屋内「味の館」 （註）
・土佐くろしお鉄道中村駅
●料金（1台につき）

・半日（4時間未満) 500円
・ 1日（4時間以上) 900円
・ 1泊2日 1,600円
・ 2泊3日 2,400円
（以降1日毎に500円追加）

●お申し込み・予約取扱い所
・西土佐村観光協会カヌー館
TELO880-52-2121

●お問い合わせ先
・西土佐村役場産業課 TELO880-52-1111
・高知県四万十川対策室TELO888-23-9795
・高知県観光振興課 TELO888-23-9607

(四万十りんりんサイクルルート図）

l
L

＝

◎ターミナル間の距離と所要時間（所要時間はBkm/hの場合）

ｍ

分

ｋ２
５１

15kmr

l5時間k

28km

35時間
〕（江川崎駅 カヌー館 口屋内(味の館） 中村駅

一癖を開葦矧晨認驍竺琴｣『,雨1-Topics--'一一一一一一'－1西士佐肘ロ屋内地区の廿牲グノL－プr小町、

会』が､ロ屋内沈下縞近くの国道441号線！「ここに生まれ海へと育ちゆく水の i
沿いで経営している物産直販施設です｡無溢！ 四万十ﾉ11という名の旅路」 i

謹登
次章（9月10日発信）は． 『溌下橋保存方針』の予定です。
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清流通信/西万ナ〃鵬呂/第7ヌ章 (H10.9.10) 送信者 高知県四万十川対策室

『四万十川沈下橋保存方針』

「沈下橋（ちんかばし)｣。文字通り「(水の）下に沈む橋｣。欄干が無く、川面に

近い場所に建設されています。この沈下橋が四万十川及び支流を含めて50カ所以

上残っており、古いものとしては、昭和10年建設のものもあります。

この中から管理者が明らかな47橋を対象として、高知県と四万十川流域8市町村

長で構成する「四万十川総合保全機構」が一体となって、原則保存していく方針を

決定しました｡この方針は、「清流四万十川総合プラン21｣(H8.3.高知県策定)で生活
文化遺産として位置づけ、保存する方向に沿ったものです。

今後は、流域住民の生活や文化、景観、

親水性､観光等の視点によって､第1種と第

2種沈下橋に区分し、特に第1種沈下橋に

ついては、原型復旧し重点的な維持管理

と復元を行っていきます。

とは言っても、現在、国にも県にも保存

のための財政支援制度はなく、今後この

方針に基づき、県庁内での検討はもとよ

り、国に対しても新たな制度を要望して

いくこととしています。

鱗鍵蕊 識溌
霧 罐憩*蕊謬

●大正町向山橋

「億万智さん危隣一髪1 1－/一一/一/～/＝'一/＝/一一/一一/＝/＝/一/‐/可
､ 、

l l
､ 、

l "~r""~l. ( ~I oP43fZZJa l1 1
， ､

I 今義は)VIに鞄かkて眠fL I

i 四万十大使､俵万智さんが｢ちいさい旅み-つけた｣ (週刊朝日9ﾉ18号:発壷虫)でi
l詠まれた歌です｡俵さんが取材で四万十川を訪れた時は､連日の大雨で､文字通り暴れ川1
1に変身｡沈下橋がみるみるうちに水没していきました｡危うく濁流に飲まれかけようとしていI
1た俵さんの驚きが､臨場感を感じさせながらご紹介されています。 、1
1－，－/一/一一/一一/一/＝/一/＝/‐/一/一/＝/‐/＝/‐/一一/一/､ /－"－/割一/」

幽識離籍報

●r四万十りんりんサイクル」スタート！

前章でお知らせしたとおり、本日9/10よりスタートします。ぜひ利用してみて
ください。 「サイクルロードマップ」ができていますので、四万十川対策室まで
連絡いただければお送りします。
なお、予約は西土佐村観光協会カヌー館(0880-52-2121)で承っています。
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清流通信r四万ナ〃物語/"18g (H10.10.1Q) I弓

四万十川の値段は？全国的評価は？

今日は「10, 10, 10｣。四万「十」川が80倍魅力アップする日。
をれでは普段の四万十川の値段はいくらでしょう。害えは？
「最大約6150億円、最小約1400億円｣。この額はすごい？いや思ったより低い？
これは平成8年3目に高知県政策総合研究所がとりまとめたものですが、試筥の前提ガ
「清流」のみであり、四万十川の魅力である「人・自然」ガ加味されれば敏倍の値段にな
るのでは？

一方、四万十川の全国的評価はどのくらいでしょう？次のアンケートを貝てください。

1 「日本で最も自然が残っていると思う川」
(H10,7:㈱中埜酢店(ﾐﾂｶﾝ))

第①位四万十川（約49％）

第②位長良川 （約6％）

2「読者が行ってみたい日本の川」 (H9,6:｢ｱｳﾄﾄﾞｱ｣）

第①位四万十川（約47％）

第②位：長良川 （約8％）

3 「行ってみたい四国の観光地」 (H10,4:四国通産局）

第①位：四万十川（約60%)

第②位：足摺岬 （約30%)

4「私の好きな進塁の川」 (H5,2:シチズン時計）

四万十川が唯一へ．ストﾃﾝ入り（総合9位）

日本では長良川が2位 （総合13位）

5 「四万十川流域訪問者」 (H9,5:高知県四万十川対策室）

高知県外 （約84％）
①位は関西地方（約26％）

読者が行ってみたい日本の川（上位5位）
50.0％

40.0％ ■■

30.0％ ー

20.0％ ー

10.0％ ＝

lI

l

0.0％ ■ I I I ［ ！

四万十川長良川釧路川吉野川九頭竜川

出典：『ｱｳﾄﾄﾞｱ』97年6月号(働山と渓谷社）

1～3は、時期も質問内容も異なっているにも係わらず、四万十川が全てダントツのト
ップを占めており、又、4では日南の約120の六河川中トップであり、5では高知県屋
より全国の方に高い評価を受けていることが分かります。
この結果には、多分に未知へのあごガれとイメージ的な面もありますが、四万十川が全
国的に高い評価を受けている限拠になると思います。

「清流があって人がいて、自然が残る四万十川（流域)｣。「清流・人・自然｣、このいず
れか一つが欠けても、四万十川（流域）の価値は大きく減少するでしょう。
高知県屋・国目共有の財産・四万十川。いつまでも、人と自然が調和しだ「新しいいな
か」が弓lき継がれていくことを願いつつ､、、、。 シイつ一勺I

「 、

西土佐村～中村市間の4カ所のﾀｰﾐﾅﾙで息卑』こまり違旦ができます｡自転車は最新型ﾏｳﾝﾃﾝバ
イク1サイクリングロードは､勾配のほとんどない自然の道！ぜひ走っでみてください｡ご予約、お申し込み

は､西土佐村観光協会(0880)52-2121まで。（サイクリングロードマップをお送りしますので､四万十川対策
室までご連絡ください。）

平成10年10月25日(日)に､東津野村の四万十川源流点｢郷士の森｣で､植樹や間伐､樹種の名札付け
を行う｢四万十川源流点の森づくり｣を開催します｡対象者は小学生以上で､参加費は無料です｡ご予約
は､東津野村役場企画財政課(0889)62-2311まで。（高知市から無料バスが出ます｡）

〃
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唯閣寺⑭拘り絢捗ｲｸ卿(刺礎諏
～あなたも一度走ってみませんか～

西土佐村～中村市間45kmの行程に4ケ所のターミナルを設け、どのターミナ
ルからでも自由に自転車の乗り降りができる…。従来のレンタサイクルにはなか
った「四万十りんりんサイクル」が9月10日からスタートし、すでに1ケ月経
ちました。おかげさまで大好評で、全国各地から利用していただいています。誠
にありがとうございます。この事業は、当面1 1月30日まで実施しますが、現
在(10月15日)までの利用状況について取りまとめましたので、ご報告いたし
ます。

1％）

海道(0.7％）1．利用者数
10月15日までの利用者総数は、
283人です。但し、 JR独自で取り
扱った利用者はこれに含まれていませ
んので、実際はこれ以上の方にご利用
いただいています。9月末のJR土讃
線の不通を考慮しても大健闘ではない
かと思います。引き続き500人の利
用に向けてPRを行っていきます。

2．地方別利用状況
表①は、地方別の利用状況です。最
も多いのは、近畿地方と四国地方が同
率の30.4％、その次は、関東地方の29.
7％となっています。

、

（

近畿、

ノ

／

／

／ (四国内訳）
高知(26.1％）
愛媛(3． 9％）

香川(0.4％）

表①地方別利用状況

3．都道府県別利用状況(上位10位）
表②は、さらに各都道府県別の利
用状況を、上位10位まで示してみ
ました。 1位の高知県は別として、
東京都からの利用者が約40名にの
ぼり、大阪府や兵庫県を上回ってい
ます。

(人）
80

60

40

20

＊「四万十りんりんサイクル」の特
徴は次のとおりです。
①4ケ所のターミナルなら乗り降 0uノ今ソ月luノフーーノノレ"dこ〕未毛ノI唾零

溺掘
高知東京大阪兵庫京都埼玉千葉神奈川愛媛奈良

り自由
②最新の21段変速のマウンテンバイ 表②都道府県別利用状況(上位10位）
ク100台を配置
③勾配がほとんどなく、中村駅から上流に走ってもラクラクetc｡..

四万十の豊かな自然に触れながら、自転車で走ってみると新たな感動に出会え
ます。今回の走行コースや各ターミナルを紹介したロードマツフ・を作成していま
すので、ご希望の方は、観光振興課、または四万十川対策室までご連絡ください。

－59－



:高知県四万十川対策室送信者ﾉ瀞流通蘆／四万f〃鱸L"19蘆侭10.11.10

『四万十川源流点の森づくり」

秋晴れの10月25日（日）。総延長196kmに及ぶ大河四万十川の

源流点、東津野村の「郷士の森」で、 「四万十川源流点の森づくり」が

開催され、高知市からのバス2台を含む約100名の方の参加をいた
だきました。

雨は陸から川そして海へと流れます。

その起点である山（森）を保全するこ

とは、豊富な水量、澄み切った清流を

守り、さらに海の生き物を育てる為に

も、とても重要なことです。近年、四

万十川流域でも管理が不十分な森林が

増加しており、四万十川に大きな影響

を与えています。

今回は、杉などの針葉樹約100本

の間伐と、針葉樹の間にカシやケヤキ

などの広葉樹約500本植樹し、あわ ●東津野村｢郷土の森｣での植樹風景

せて樹種の名札付けを行いました。ぜひ一度源流点へおいでください。

●

ウウ

○

F ｡ ｡

角
0

寺

．､

勘

r ≠ 〔里〕蜀令弓"帽:毎三1 、
第6回四万十ﾉ1I'大学院開催《11月13日(金)～14日(士)》
会場:新ロイヤルホテル四万十.四万十の間(入場無料）

第1部(13日）:流域市町村の子供達による意見発表会､女優の宮崎淑子さんの四万

十大使就任式と橋本知事との対談

第2部(14日):｢生態系｣｢水･景観｣｢生活文化.流域振興｣それぞれのテーマについ

」（ て､バﾈﾗｰによる意見交換や分科会形式でのグﾙｰプ討論
-Topic-約1,600人が力走！ 「第5回四万十川ウルトラマラソン大会」

十和肘～西土佐肘～中肘市の四万十川流域3市肘間を走破する「第5回四万十川

ウノしトラマラソフ大会」が、 I0B18B(日）に台圃一過の秋晴れの毛と行われまし

だ。今年の大会は、国際ウノしトラランナーズ協会(IAU)公認の「IAUワーノし

ドチヤレンジ大会」も同時開催され、 19カ国1 13人の招待選手を含む1,581人の選手

が秋の四万十路を力走し、国際色豊かな大会となりました。

萱f72月7 広
◆ ー一

一
一
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蒋薦通痘『四万十川鞠■』第2""(H10.1210)
送信者：高知県四万十川対策室 tel(0880)23-9795/fax(0880)23-9296
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る1 1月13日に、四万十川下流の中村市
で、女優で御活躍中の宮崎淑子さんの「四万十
大使」委嘱式が催され、橋本知事から宮崎さん
に委嘱状と名刺を直接お渡しし、就任への御礼
と四万十川への御支援をお願いしました。

「四万十大使」とは、各界で活躍されている
著名な方々に、四万十川の応援団長として全国
の方に四万十川の魅力を伝えるとともに、 自然
保全を呼びかけていただくため、高知県知事が
委嘱させていただくものです。
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1 正月セット』
｢清流四万十川総合プラン21」
第4回「計画賞」の優秀賞を受賞！ ！

都会でお住まいの子供さん

や知人にいかが1

①内容門松(1)、鏡餅(1)

各種小餅5個

②代金 5千円(送料込）

③締切り 12月15日

④発送 12月28日（予定）

⑤連絡先四万十里便りの会

(西土佐村口屋内民宿せんば内）

tel(0880)54-1002fax(0880)54-1078

東京の千代田放送会館で、 日本計画行政学会の第4
回「計画賞」最終選考会が行われ、高知県の「清流四万
十川総合プラン21」が優秀賞に選ばれました。 「計画
賞」とは、社会の様々な分野の問題に対して、先導的な
計画を発掘することを目的とし、第4回目の今年には、
全国各地の自治体等から17件の応募があり、最終選考
に残った9件の中から選ばれました。 （担当:四万十川対策室）

ノ

災室（屑〃日露剛ば． ノ瀞年への夢r剛Jを多塵してぃ湊或
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清涜通痘『四万十川物■』第2""(H1'''0)
送信者：高知県四万十川対策室 tel(0880)23-9795fax(0880)23-9296

－北の震からの隼員城一

新年あけましておめでとうございます。21世紀まで2年を残すだけとなりました。皆
様は21世紀の扉をどこで開けられますか？

さて、今日は私に届いた年賀状のお話です。私の注釈なしに、その要旨をご紹介
します。

(~'T患王患詞蓋嘉孟墓三顧惠闘患壼夛恵、
Iﾗ､ﾄﾁ､ｸﾘなどの広葉樹の苗は､兎やｶﾓｼｶにその芽を何度も食われながら 1，も､めげずに翌年には新芽を再生させ､彼らの口の届かないところまで背を伸ば ！
Iしています｡その生命力には驚かされると同時に､生きる勇気さえも与えてくれ I
iます｡十年間で植えた木は二万本に達し､大きな森になりつつあります｡目標は i
i十万本の森です｡あと何年間かかるでしょう｡今年も6月第一日曜日を植樹祭と i
i決めておりますので､皆さんも｢牡蛎の森｣に植林に来てください。 、l
、 森が大きくなるにつれて､気仙沼湾に注ぐ大川も年々きれいになってきました。 i

l鵬二鴎萱瀧簑鰯駕号鯆割鞠灘渦鶏壷i
1岸の｢ﾘｱｽ｣という大切な言葉の意味を知らないでいました｡｢ﾘｱｽ｣とはスペ 1
1イン語で｢潮入り川｣という意味です｡私はその本場ｽぺｲﾝ｡力ﾘｼｱ地方へ二人1
1の息子と出かけました｡それは､パンドラの箱が開くとはこういうことかと思わさ l

iれるような新発見の連続でした｡その模様は､文芸春秋社より｢ﾘｱｽの海辺から｣i
iという題で5月に出版されます｡ぜひ書店で手に取って見てください｡』 、i
、－，－，－，－，－，－，‐,－，一,一,一,一,－，-,～,＝/一,－，－，～,一,－，－，－，－，－/－，』

この年賀状の送り主は、宮城県で牡蛎養殖をされている畠山重篤さんという方で、
フランスの自然海岸での牡礪生息状況を見て、日本で初めて森と海のつながりを提
唱された漁師さんです。畠山さんの「漁師が山に木を植える」という言葉とともに、
今や「森は海の恋人」運動は全国に浸透し大きな影響を与えています。四万十川流
域でも「清流の森づくり」や「源流点の森づくり」を実践していますし、四万十川河
口海域にクジラが生息している状況から、 「クジラと出会える森づくり」のような名称
で、継続して取り組みたいと考えています。

畠山さんは今、この運動を子ども達に理解いた
だくため、教科書への掲載に取り組んでおられま
す。フランス、スペイン、北の宮城から南の四万
十川へ!畠山さんが蒔いた芽はどんどん広がって
おります。この出会いをいつまでも大切にしていき
たいと思っています。 （文責:市原利行）

｢ 畠山重篤氏・宮城県唐桑町字西舞根133－1
（有)水山養殖場主
牡嬉の森を慕う会代表

｡TEL:0226-32-2174 FAX:0226-32-3269 ●源流点の森づくり(H10. 10.25:東津野村）
＆L

塊度鮪〃…賦ノ筋子饗塗ノを舵して了鞍筑
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鰄鮪『四万十川鞠■』第22"(H11.2.10)
送信者：高知県四万十川対策室

tel(0880)23-97951ax(0880)23-9296EmaiIsl4102@ken.prefkochijp

四万十川の中下流域に位■する、高知県西士佐肘。 1O年位前に怖絞となって

い芝小学鮫を、恵まれだ自然環境を活かして、人々が遊び、交流する楽しい学
び舎r四万十楽舍』が、4月からスタートします。この計画は、前県立高絞教

師の山下正壱先生がを中脳となって進めてごられだ宅ので、多くのメニコーが

準儲されています。

写真で見る限り、都会園のイメージとなっていますが、高絞生による壁画の

狸作や、周囲に肺のホを殖える等、自然にとけ込んだ施設として変わっていく

ものと思います。すぐ下には四万十川が流れ、キャンプ期や沈下■もあり、魅

力一杯の瑚所です。ここを拠点に謡へ、海へも足をのばすことができ、まさに

謡・川・海の紘験が一度にできる魔設です。

r四万十楽舎』は現在、会

員を暮禦しております。畳員

の方には宿泊料の割弓Iや騎報

誌の送付等特典があります。

多くの方の翻入会をお待ちし

ております。
季

rF

(2月末まで）

〒786-0601高知県幡多郡西土佐村

江川崎2445-2

西土佐村役場内四万十楽舎準備室

TEL(0880)52-1111 内線63

(3月から）

〒787-1323高知県幡多郡西土佐村

中半408-1

四万十楽舎 TEL(0880)54-1230

●「四万十楽舎」全景。後方は四万十川唯一の斜弧橋

戸'四万十m情報｜

詞「第3回四万十川清流の森づくり」

1． 日時 3月2旧（日) 10時～15時30分

2．場所 醤原町太郎川（雲の上の温泉西側）

3．参加費無料（高知市から無料バスを運行｡）

上連絡先馨鯆鴬壽I清流の森つく，実〃！
君

災簔賄〃…ばも ノ筋チ伽伽サイクル率…ノを鬼
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清流通信「四万十川物語」第23=(H11.3.10)
送信者：高知県四万十川対策室

tel(0880)23-9795bx(0880)23-9296E-maiIsl4102@ken.prefkochijp

～

～四万十川が、もっと近くなる～

四万十川下流の中村市～西土佐村間約45kmで、4箇所のターミナル間で自
由に自転車の乗り降り（いわゆる乗り捨てレンタサイクル)ができる「四万十り
んりんサイクル」の本格営業がスタートします。

昨年約3ヶ月間実施した試行では、9割以上
の方が「またぜひ利用したい」と回答をいただ
きました。今回は5月の連休や夏休みを含む約
8ヶ月間営業いたします。
サイクリングルートは、四万十川沿線の中で
も最も四万十らしい風情を堪能できるポイント
が多くあり、名物「沈下橋」は6箇所あります。
道路の傾斜は、 1km走っても1rnしかアップ
ダウンしない緩やかなコースなので、中村駅か
ら川を上っても全く疲れません。21段変速の

ご ＝

題

了零輪寒=皇毒
ﾛ 刀 巳

～‘__ - 3, ．鐘．､鐇生 〒､鞠～＆

マウンテンバイクを常時100台準備していますの
で、快適なサイクリングを楽しめます。

●爽快な四万十路でのサイクリング

一営業内容

①実施期間
平成11年3月20日(土)～11月30日（火）
＊定休日 毎週火曜日
（ただし、4月28日～5月6日、
7月10日～8月31日は無休）

＊臨時休業10月16日(土)、 17日（日）
②営業時間
8目30～17:00

③料金
半日（4時間未満)…600円
1日（4時間以上)…1,000円
＊以降、 1泊につき1,000円追加

、

④実施方法
次の4箇所のターミナル間で自由に乗
り降りができます。
QJR江川崎駅
（四万十川ふるさと案内所）
・西土佐村観光協会カヌー館
・西土佐村口屋内「味の館」
・土佐<ろしお鉄道中村駅
（中村市内観光については、駅前の中村市観光情報

センターでお願いします｡）

⑤レンタサイクル予約先
西土佐村観光協会カヌー館

TEL(0880)52-2121/FAX(0880)52-2424ノ

■
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日
日
■
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■
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四万十フレンドシップ倶楽部’ 四万十楽舎オープン！
廃校舎を再活用した自然体験拠点施設｢四万十楽舎｣いよ

いよ4月1日にオープンします。それに先立ち、オープニ

ングセレモニーを開催します。記念講演や四万十川での結

婚式、凧や木工品の無料体験教室などが開催されます。

‐開催日：平成11年3月20日(土)～21日（日）

・場所：西土佐村中半四万十楽舎(旧中半小学校）

．問い合わせ先：四万十楽舎準備室tel(0880)52-1111

－いよいよ締め切り迫る一

四万十川保全のために、御支援、御協

力をいただける全国の個人・法人の方々

が、約930名入会いただいています。

3月末で募集を締め切りますのでお早め

にどうぞ1

問い合わせ先：四万十川対策室 ’

鱸媚〃…は…"山夢蓉デざんの助ﾁ…ノ善蛎
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四万十・流域圏学会会則

四万十・流域圏学会会員体制

委員会

会員募集の御案内

入会申込害

「四万十・流域圏学会」投稿要領

｢四万十。流域圏学会誌」執筆要領



（ ）四万十・流域圏学会会則

第1章総 則

（名称）

第1条本会は，四万十・流域圏学会(JapanSocietyofShimantoPolicyandlntegratedRiver

BasinManagement)と称する。

（目的）

第2条本会は，四万十川及び全国の流域圏を対象に，総合的・学際的調査研究及び学民産官連携による実

践的取り組みを展開し， もって流域圏を単位とした自然重視の学際的な地域文化づくりの横断的な推

進に資することを目的とする。

（事務局）

第3条本会は，事務局を当分の間，高知工科大学社会システムエ学科村上研究室に置く。

（事業）

第4条本会は，第2条の目的を達成するために次の事業を行う。

（1）講演会，研究発表等の開催。

（2）学会誌，ニューズレター及びその他の刊行物の発行。

（3） 四万十川流域における先駆モデル研究。

（4） 四万十川流域と他流域との交流及び住民団体・研究者など多様な主体の交流を通じたネットワー

クづくり

（5）前各号のほか，本会の目的を達成するために必要な事業

第2章会員に関する事項

（会員）

第5条本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち，本会の趣旨に賛同するものとし，正会員，学生会員，
賛助会員及び準会員をもって構成する。その他の会員については，理事会で決定する。
（1）正会員 会費年額5,000円を納める者。

（2）学生会員 大学学部学生・大学院学生・研究生で会費年額2,500円を納める者。

（3）賛助会員 企業・団体で賛助会員（年額30,000円以上）を納める者。

（4）準会員（ジュニア会員） 小学生・中学生・高校生。会費は徴収しない。

（会員の権利）

第6条正会員は，以下の権利を有する。なお，理事会の承認によって，学生会員，賛助会員及び準会員に
も権利を付与することができる。

（1）調査研究成果を学会誌その他の刊行物または研究発表会において発表すること。

（2）本会が主催する研究発表会，講演会及び総会等に参加すること。

（3）本会の定期刊行物の無料配布を受けること。

（会費）

第7条会員は，第5条に定める年会費を前納しなければならない。

2既納の会費は，いかなる理由があっても返還しない。

（会員の入会）

第8条会員になろうとするものは，入会申込書を提出し，理事会の承認を受けなければならない。
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（会員の退会）

第9条退会しようとするものは，退会届けを提出しなければならない。この場合，未納の会費があるとき

は，完納しなければならない。

2理事会は，長期にわたって連絡のとれない会員を退会させることができる。

第3章組織に関する事項

（役員）

第10条本会には次の役員を置く。

（1）理事25名以内， うち会長1名，副会長3名以内とする。

（2）監事2名。

（役員の選任）

第11条理事及び監事は正会員の互選により，総会で決定する。

2会長は，理事のうちから互選する。

3 副会長は，理事のうちから会長が指名する。

4理事及び監事は，相互に兼ねることができない。

（役員の任期）

第12条役員の任期は2年とし，再任を妨げない。

2役員は任期満了となっても，後任者への事務引継ぎを終了するまでその職務を行う。

第13条役員に欠員の生じたときは，後任を選任する。ただし，理事会でその必要がないと認めたときは，

この限りでない。

2 補選された者の任期は，前任者の残任期間とする。

（役員の任務）

第14条役員の任務は次のとおりとする。

（1）会長は，会務を統括し，本会を代表する。

（2）副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときはその職務を代行する。

（3）理事は，理事会を構成し，本会の運営に関する重要事項を審議する。

（4）監事は，本会の会計を監査する。

（総会）

第15条総会は正会員をもって構成し，本会の最高決議機関として会の意志と方針を決定する。

（総会の開催）

第16条通常総会は，毎年1回開催する。

第17条臨時総会は次の場合に開催する。

（1）会長又は理事会が必要と定めたとき

（2）正会員の3分の1以上の者から請求があったとき

第18条総会は，会長が招集し，議長となる。

第19条総会の招集については，開催の2週間前までに， 日時，場所及び会議に付議すべき事項を適当な方

法によって会員に通知しなければならない。

第20条総会は，正会員の5分の1以上の出席がなければ成立しない。ただし総会に出席できない正会員で，

第19条によって通知された事項の決議を他の出席会員に委任した者及び書面によって決議に参加した

者は出席者とみなす。

（総会の議決）

第21条総会の議決は出席者の過半数の同意による。可否同数のときは，議長の決するところによる。

第22条総会では，次の事項を議決する。
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（1）前年度の事業報告及び収支決算

（2）当該年度の事業計画及び予算案

（3） その他理事会が必要と認めた事項

（理事会）

第23条理事会は，必要に応じて会長が招集する。

2会長は，理事の過半数から請求があったときは，理事会を招集しなければならない。

3 理事会の議決は，出席者の過半数の同意をもって決定する。可否同数のときは，会長の決するとこ
ろによる。

4 本会の運営を円滑に行うため，理事の中から代表幹事を選任し，幹事会を開くことができる。
（委員会）

第24条本会は，必要に応じ委員会を組織することができる。委員会の規約は，別に定める。

2 各委員会は，理事会に委員会の活動状況について適宜報告し， また，本会の運営上特に必要である

として理事会から諮問された事項について，答申しなければならない。

3 会長は，理事会の推薦を受け理事の中から委員長を任命する。

4会長は，理事会の推薦を受け正会員の中から若干名を委員に任命する。

（支部及び部会）

第25条本会は，必要に応じ支部及び部会を置くことができる。

2支部及び部会の設置及び組織については，別に定める。

第4章会計に関する事項

（会計）

第26条本会の経費は，会費・助成金及び寄附金その他の収入をもってあてる。

第27条本会に，一般会計のほか必要に応じて特別会計または基金をおくことができる。

第28条本会の会計年度は， 5月1日から翌年4月30日までとする。

第5章会則の変更及び解散

（会則の改正）

第29条この会則は，総会出席者（委任状及び書面による参加を含む）の3分の2以上の同意を得なければ，

改正できない。

（会の解散）

第30条本会は，総会出席者（委任状及び書面による参加を含む）の3分の2以上の同意がなければ解散す

ることができない｡

第6章その他の事項

（雑則）

第31条この会則に定めるもののほか，学会の運営に関し必要な事項は理事会の議決を経て別に定める｡

附則

l この会則は，平成13年2月8日から施行する。

2本会の設立初年度の会計年度は，第28条の規定にかかわらず設立の日より平成14年4月30日までと

する。
（平成13年3月8R)

-67ー



II 四万十・流域圏学会役員体制

四万十・流域圏学会役員リスト
（平成15年度）

会長

|県内 ’
県内

| 今井嘉彦 ’
今井嘉彦 環境化学高知大学名誉教授

副会長

(財）土木研究センター 土木工学 県外宇多高明

高知県歴史民俗資料館館長 県内民俗学坂本正夫

西日本科学技術研究所所長 iWjll工学 県内福留脩文

監事

I
｜
’

１
１ ’

北條正司 高知大学理学部助教授 環境化学 県内

高知県環境研究センター総合環境科長邑岡和昭 環境科学 県内

理事

池田誠 東洋大学国際地域学部教授 社会システム 県外

水生生物研究家石ｿII妙子 生物学 県内

井添健介 大旺建設㈱専務執行役員本店長 mll工学 県内

江口卓 高知大学人文学部教授 地理学 県内

島谷幸宏 国土交通省武雄工事事務所長 土木工学 県外

陶山正憲 静岡大学農学部教授 森林環境工学 県外

橋尾直和 高知女子大学文化学部助教授 言語学、方言学 県内

高知県立大栃高等学校校長浜田幸作 社会学 県内

福田善乙 高知露胡大学学長代理 経済学 県内

福永秦久 西日本科学技術研究所取締役 環境化学 県内

福元康文 高知大学農学部助教授 蔬菜園芸学 県内

松田誠祐 高知大学農学部教授 水文学・河I I工学 県内

松本聰 秋田県立大学生物資源科学部生物環境科学科教授｜応用生命科学 県外

村上雅博 高知工科大学社会システムエ学科教授 水資源･河|| ･環境工学 県内

山1噸真一 高知工業高等専門学校建設システムエ学科助手 衛生工学 県内

山下正寿 (社）四万十楽舎副楽長 社会学 県内

依光良三 高知大学農学部教授 森林政策・山村経済 ｜県内
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’ I
禾
互 員会

総務委員会 委員長

委員

特任

村上雅博

各委員長十代表幹事

理事会担当補佐役（高知県四万十川流域振興室）

企画・研究調整委員会 委員長浜田幸作

財務委員会 委員長福永秦久

編集出版委員会 委員長橋尾直和

代表幹事 江口 卓（高知大学人文学部）

橋尾直和（高知女子大学文化学部）

石川妙子（水生生物研究家）

福元康文（高知大学農学部）

村上雅博（高知工科大学）

山|暗慎一（高知工業高等専門学校）

I’ 員募集の御案内
一
室

四万十川及び全国の流域圏を対象に、総合的・学際的調査研究と学民産官連携による実践的な取

り組みを展開する「四万十・流域圏学会」 (JapanSocietyofShmantoConceptandhtegrated
RiverBasmManagement)成13年2月8日に設立されました。

○学会の基本理念

1）横断的・学際的な研究、現場に根ざした実践的な研究、住民と連携した取り組み（学民産官連
携活動）を重視する。

2）地域の学問から全国の横断的な流域圏のネットワークづくりと世界（国際交流・国際協力）へ
向けての情報発信を行い、実際問題への適用をはかるために、学・官・民の研究者・技術者・
地球市民との交流を促進する。

3）次世代への展開（サステイナブル・シマント）と次世代をになう人材（若手を含む）の育成を
重視する。
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PS

四万十・流域圏学会会則抜粋
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2章会員に関する事項
（会員）

第5条本会の会員は四万十・流域圏学に関心を持ち、本会の趣旨に賛同するものとし、正会員、
学生会員、団体会員及び準会員をもって構成する。その他の会員については、理事会で決定する。

（1）正会員会費年額5,000円を納める者。
（2）学生会員大学学部学生・大学院学生・研究生で会費年額2,500円を納める者。

（3）賛助会員企業・団体で賛助会費（年額30,000円以上）を納める者。
（4）準会員（ジュニア会員） 小学生・中学生・高校生。会費は徴収しない。

会費振込先：

郵便振替01670-7-3731四万十・流域圏学会、又は

銀行口座四国銀行下知支店普通預金0387519四万十・流域圏学会会計福永秦久
お願い：

領収書は発行いたしませんので、振込みの控えを保存して下さい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会費の使われ方：

正会員・学生会員の会費は学会誌、ニューズレター、お知らせ等の印刷・郵送費用に、賛助会
員の会費はジュニアセッション（小・中・高校生）を対象とした次世代人材育成プロジェクト活
動資金に割り当てられています。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊木＊＊＊
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’ ’宛先: Fax.0887-57-2420

《
室 申込 書入

四万十｡流域圏学会会長様

平成 年 月 日

氏名

住所

連絡先住所（ 自宅 ・ 勤務先）
一

T

Tbl Fax

E-man:

正会員 ・ 学生会員 ・ 賛助会員 ・ 準会員会員種別＊

勤務先又は職業

年月 日生年月日専門分野

*会員種別については、該当するものを○で囲んで下さい。

備考覧
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｢四万十・流域圏学会誌」投稿要領

投稿規定

1 ．投稿資格

本誌への投稿者は，本会会員（団体正会員に所属する者を含む）に限ります。ただし，共同執筆者には，

会員以外の者を含むことができます。原則として，本会会員は自由に投稿することができます。また，編

集出版委員が認めた場合には，会員以外からの特別寄稿を受け付けることがあります。投稿規定ならびに

執筆要領をよくお読みの上投稿して下さい。なお，会費未納の場合は，掲減しないことがあります。

2．原稿の種類

投稿原稿は，四万十川および流域圏関連分野の論文，研究ノーI､，総説，解説，調査報告，論説・評論，

その他の7種とし，未発表のものに限ります。その内容は，次のとおりとします。ただし，編集出版委員

が特に必要と認めた場合には， この限りではありません。

（1）論文：独創的な内容で，四万十川および流域圏に関する価値ある結論あるいは有意議な新事実や新技

術を含むものです。それ自身完成度が高く独立したもので， まとまった結論が得られる段階まで研究が

進展しているものを対象とします。特色のある観測・実験・調査結果やその一次的解析結果および統計・

数値実験結果などを主とするものも含まれます。

（2）研究ノート 胃断片的あるいは萌芽的な研究ではありますが，独創的な内容で，四万十川および流域圏

に関する価値ある結論あるいは有意義な新事実や新技術を含むものです。論文ほど研究として完成度を

要求しませんが，それと同等の価値のある内容を含むものを対象とします。新しい研究方法などの紹介，

予報的速報，既知の知見を確認する短報なども含まれます。

（3）総説目四万十川および流域圏に関する専門分野の既存の研究成果・現況・今日の問題点・将来の展望

を解説したものです。学会に関する特定の主題について最近の研究成果を広い視点から整理，位置づけ

し，その研究の流れの理解に資するものです。

（4）解説：新しい研究，技法，工法プロジェクトなど，会員にとって有用，有益となる情報を分かりやす

く提供するものです。

（5）調査報告：四万十川および流域圏に関するフィールド調査の報告で，四万十川および流域圏の現状把

握やその改善に有用な価値ある情報・データを示したものです。論文やノートのように独創性を重視す

るのではなく，調査結果自体の有用性を重んじた内容のものを対象とします。

（6）論説・評論：学会関連の全般的総括的問題を対象としたもので，広く会員の参考となるものです。

（7） その他の原稿：原稿の長さは，原則として，すべてを含む仕上がりページ数が以下のようであること

が望ましいです。

和文の本文1ページは，原則として横書きで， 25字×56行×2段組です。

論文…．．…･…･……･････………･･･…･･…………………･…………10ページ以内

研究ノート ・……．．-………･……･…、……･…･…………･･………5ページ以内

総説・……･……･…･･………･……･……………･…･………………10ページ以内

解説………………………････…．．‐･･－．……･ ･…･……………･…10ページ以内

調査報告…………………･…………．．…･……………………．．…10ページ以内

論説．評論…………………:…..………………….………..……2ページ以内

その他の原稿………………………………･……･………………・ 1ページ以内

ただし，やむを得ず規定ページを超過する場合は，執筆者の実費負担とします。また，編集出版委員

の指定するものについては， この限りではありません。

3．原稿の書き方

（1）原稿には， 「完全版下原稿」と「テキストファイル付き原稿」の2種類があり，前者での提出を原則
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とします。やむを得ない場合には，後者での提出も認めます。なお，後者における場合，版~ド作成作業

のため発行までに時間がかかることがあります。「完全版下原稿」の場合は，原稿を出力見本に従って

作成し，そのまま写真製版ができるような高品質のプリンタで出力したものを提出して下さい。「テキ

ストファイル付き原稿」の場合は，原稿を所定の方法に従って作成し,MS-DOSテキストファイル形

式で保存したフロッピーを添付して提出して下さい。提出原稿は，事故および校正に備えて必ず控えを

とっておいて下さい。

（2）原稿の書き方に関する諸注意は， 「執筆要領」を参照して下さい。

4．原稿の提出期限

原稿提出期限は，随時ですが，討議・コメント原稿の受付は，その対象論文掲載後6ヶ月以内とします。

5．原稿の受け付け

（1）原稿提出時には,原稿のコピー4部と併せて,原稿送付票,表紙,原稿概要を添付し，編集出版委員

会事務局宛に送付して下さい。「原稿概要」は,題目，執筆者名，所属を記入したA4用紙に, 200字以

内で原稿の内容をまとめたものです。ただし，論文，研究ノート，総説，解説，調査報告，論説・評論

以外は，提出の必要はありません。

（2）編集出版委員会事務局に到着した日をもって，その原稿の受付日とします。

6．原稿の査読

（1）編集出版委員会は，受け付けた原稿の査読を編集出版委員・査読委員を含む複数の専門家に依頼しま

す。原稿の内容に関して問題があると判断された場合，編集出版委員会はその旨を執筆者に伝え，修正

を求めます。

（2）修正を求められた原稿は， 3ヵ月以内に修正原稿を再提出します。この期間に修正原稿の提出がなく，

かつ学会事務局まで何の連絡もない場合には，撤回したものとみなします。

（3）編集出版委員会は，査読結果に基づき掲載の可否を決定します。

7．原稿の受理

編集出版委員会が掲載可と判断した日をもって，その原稿の受理日とします。なお，原稿は原則として

受理順に掲載しますが，編集の都合上，前後することがあります。

8．正原稿の提出

編集出版委員会より受理通知を受け取った後，執筆者はその指示に従って正原稿を編集出版委員会事務

局に提出して下さい。

9．校正

印刷時の執筆者校正は， 「完全版下原稿」の場合は，原則として行いません。ただし，編集出版委員会

が必要と判断した際には”執筆者校正を依頼する場合があります。「テキストファイル付き原稿」の場合

は，印刷時の執筆者校正は1回とします。執筆者校正を行った場合，ゲラ刷りの受け取り後，指定期日ま

でに必ず返送して下さい。返送が遅れた場合は，編集出版委員会の校正のみで校了にすることがあります。

なお， この時点では印刷上の誤り以外の字句修正，あるいは原稿になかった字句の挿入は認めません。校

正原稿は，一週間以内に正原稿とともに返送して下さい。定期刊行物を維持するため，一週間以内に行わ

なければ，執筆者校正はないものとします。抜刷りは行いません。

10.著作権

四万十・流域圏学会誌に掲載された著作物・記事の著作権および版権は，四万十・流域圏学会に帰属し

ます。ただし，当該執筆者の著作権および版権の行使を妨げるものではありません。疑義が生じた場合は，

編集出版委員会で決定します。

11．編集出版委員会事務局

〒780-8515高知市永国寺町5-15

高知女子大学文化学部橋尾研究室

TEL･FAX: 088-873-2823 E-mail hashio@cc.kochi-wu-ac.jp
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執筆要領

1 ．投稿原稿の性質

四万十・流域圏学会誌は，国内的・国際的な四万十川および流域圏に関する多くの専門分野の研究の横

断的・学際的な発表・情報伝達機関として，各分野間の交流相互の理解を促進する機能を持つことを目

指すものです。 したがって，投稿原稿は， このような目的に沿ったものであり，会員が関心を持つような

テーマを扱っていて，会員相互間に建設的な討議を引き起こすようなものが望ましいです。

投稿原稿が少なくとも具備すべき条件は，原則的には， (1)誤りのないこと， (2)重複のないこと（未発表

のもの）の2点です。

2．一般的注意事項

①原稿の本文の用語は， 日本語とします。

②原稿は，内容が独立して完結しているものとし，表題に「第○報」的な通し番号は含めません。

③本文の区分けは，以下の記号を用い，大見出し，中見出し，小見出しなどを明瞭にして下さい。

〔例〕2． 研究方法

2．1分析方法

2.1.1微生物学的方法

（1）一般細菌数

(a)培地

④区読点には“， ”および"O "を用い' "、 ”や“． '’などは用いません。

⑤本文中で使用する単位は, SI単位系にしたがって表記することを原則とします。ただし容量単位は，

リットル(2)あるいは立方メータ（㎡）を用いることを原則とし，特別に必要な場合を除き，立方デ

シメータ(d㎡）は使用しません。

⑥生物名は，和名の場合かなを用い，学名はイタリック体にします。

⑦図表は， タイトルや説明文を含めて英文とし，通し番号をつけて下さい。

通し番号のつけ方図:Figl,Fig. 2,……

表:Table1,Table2,……

⑧写真は図として取り扱います。したがって，扱いはすべて図に準じ，番号も図と同一の通し番号を使用

します。なお，カラー写真のように印刷に多額の費用を要するものについては，その実績を著者負担と

します。

⑨謝辞（必要な場合)，記号表（特に記号が多い場合に作成することが望ましい）は，本文末尾に付けて

下さい。

⑩引用文献は，本文中では下記の例に従って明記し，原稿末尾に「参考・引用文献記載要領」に従い，一

覧にして下さい◎

岡村（1995）は， ご…．，……と述べている（渡辺1984)。

⑪直接文章を引用する場合は， 「引用記載要領」に従って下さい。

⑫注は， 「注記載要領」に従って下さい。

⑬その他，不明な点は出力見本を参照し，それに準じて原稿を作成して下さい。

3． 「完全版下原稿」に関する注意事項

①A4判の白紙に所定の書式に従って印刷して下さい。

②文字サイズ， フォント，マージン， スペースなどは，見本の指示に従って下さい。

③文字は2段組とし， 1行25文字， 1ページ56行を標準とします。

4． 「テキストファイル付き原稿」に関する注意事項

「テキストファイル付き原稿」の場合には，上記の一般的注意事項に加えて，以下の点にも留意して下

さい。
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①本文は， ワープロを使用してA4判の白紙にプリンタで印字して下さい。上ツキ，下ツキ等が不可能な

システムの場合，赤ボールペンでその旨を明記して下さい。数式，記号等は特にその大きさ，位置など

が明瞭になるよう十分注意を払って下さい。

②原稿の長さは原則として，表題著者名，英文要旨および図表を含めて本規定の3に記載されたページ

以内とします。但し，刷り上がり1ページは， 1ページ目が約2,000字，以降は約2,800字です。A4判

白紙に1ページにつき25字×28行（＝700字）で上下，左右マージン35mmの枠内いつぱいに収まるよ

うに印字出力して下さい。

③図（写真を含む）および表は， 1枚ごとに通し番号をつけ，説明文および題名は各紙にまとめて英文で

タイプします。図表など本文のあとに一括して添付し， その挿入箇所は本文の原稿欄外にそれぞれ図表

番号で明記して下さい。

④図面は, A4判のトレース用紙または白紙を使用し, 1枚に1図ずつトレース， レタリングするか， あ

るいはコンピュータを用いての作図の場合，高品質のプリンタで出力したものとします。各図の右下す

みに図番号，著者名，縮尺を記入します。図はワクだけでなく，縦軸の説明，数字も含めて原則として

片段（幅79mm)に印刷できるような縮尺を推定します。79mmを超える場合でも幅170mm(本誌1ペー

ジ分の左右幅）を超えることはできません。縮尺を念頭において記号と文字の大きさを考慮すること。

なお，図が不明瞭な場合，図の全面的な書き直しを指示することがあります。

⑤表は, A4判の用紙を使用し, 1枚に1表ずつ作成して下さい。原則として原表をそのまま使用するの

で，片段（幅79mm)または両段（幅170mm)に印刷できるよう，文字の大きさ，間隔を考えて作成

して下さい。

⑥参考．引用文献の記載方法は， 「参考・引用文献記載要領」に従った上で「完全版下原稿」の見本の書

き方に準じます。
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参考・引用文献記載要領

【論文】

①著者名，掲載年，表題，雑誌名，巻，ページの順に記して下さい。掲載年は（ ）書きし，表題

雑誌名，巻，ページはそれぞれの間をコンマ（和文誌では全角，英文誌では半角を用いる）で区切り，

最後はピリオド（体裁はコンマの場合と同じ）で終わって下さい。

②字体は，和文誌の場合には明朝体を，英文誌の場合にはタイムズをそれぞれ用います。学名および英文

雑誌名にはイタリック体を用います。

③雑誌名については，和文誌の場合には省略せずに記し，英文誌の場合には省略名を用いてもかまいませ

ん。省略方法はそれぞれの雑誌の慣用に従って下さい。

④巻(Vo.1)についてはボールド体を用い，ページについては原則として通巻ページを記して下さい。

号(No.)ごとのページのみの雑誌の場合には巻の次に号を( )内に記し，号ごとのページを記して

下さい。巻数がなく号数のみの雑誌の場合には号のみを（ ）書きして下さい。

［記載例］

1）村上雅博、馬淵泰、KEシータラム、浅枝隆(1995)都市環境と地理情報システム、GIS理論と

応用、32， 19－25．

2)Murakami,M,E1-Hanbali,U.,andWolf,A. (1995)Techno-politicalAlternativesandEco-

politicalDecisionMakingintheDevelopmentofDeadSeaandJordanRiftValleyBeyond

thePeace,Waterlnternational, 20-4, 188-196.

【単行本】

⑤著者（編者）名，発行年，書名，ページ，発行所，発行場所（都市名）の順に記す。発行年は（ ）書

きし，書名，ページ，発行所，発行場所それぞれの問をコンマ（和文誌では全角，英文誌では半角を用

いる）で区切り，最後はピリオド（体裁はコンマの場合と同じ）で終わって下さい。字体については

「論文」の場合に準じます。

⑥書籍の一部の章などを参考文献とする場合には，章などの著者名，発行年，章などの表題書名（和文

書籍“「 」”書き，英文書籍in" ''書き),編者名（和英文書籍ともに"( )"書き),ページ，

発行所，発行場所の順とします。

⑦ページの表記は， 1冊全ての場合には“○○pp.'' ,部分の場合には"pp.○一○”の表現を用います。
［掲載例］

3)Murakami,M., (1995)ManagingwaterforpeaceintheMiddleEast:aternativestrategies,

309pp.,UnitedNationsUniversityPress,Tokyo-NewYork-Paris.

4）福嶌義宏、村上雅博（1995）水に係わる国際紛争と水環境問題の光と影：カスピ海、アラル海、死

海と21世紀の中央アジア／ユーラシア, 233pp,信山社

5)Murakami,M., (1997)Alternativestrategiesintheinter-stateregionaldevelopmentofthe

JordanValley, in !lCentralEurasianWaterCrisis-Caspian,Aral, andDeadSea'' , ppl54-

180,UnitedNationsUniversityPress.

⑧その他，不明な点は「完全版下原稿」の見本を参照して下さい。
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||見本|’|見本’見本
［四万十・流域圏学会誌第??巻第？号？??－??？ 200?］

＜論 文＞ 〆和耐２１ンジンージマ一辺マ上右Ｉ上辺マージン23mm

右マージン17mm

’ ’ゴチック 24級, 16pl

るド↓プラ小規模河川の流量観測におけ 一式超音波流速

センサーの簡易適用法
｜ およそcmm l

田正則＊ 村上敏文＊

「豆君而1

士
ロ ぐ一計づﾁｯｸ16", 11pt

’ ’タイムズボールド 16級, 1 1pl

↓
ASimpleApplicationofaVelocitySensorbasedontheDopplerEfYbctofUltrasonicSound

WavesibrMeasurementofDischargefi･omSmall-scaleRiver
6Inm l ;｜ およそ6‘mm l ▼

ぐ-斗ﾀｲﾑズポｰﾙ 14", 10pt ’IMasanori
l およそ4mm i YOSHmA*fn dToshifilmiMURAKAMI*

▼

H ’
＊

NalionalAgiculturalRcscarchCcnlcribrWcstcmRcgion,2575Ikanocho叫ZcntsUjiCityjKagawa765-0053,Japan タイムズ 11級, 7.5pL

’ ぐヨAbstract－－

Ahydrometryofs mall-scale riverusmgavel ocitysensorbasedontheDopplereilEctofultrasonicsoundwaveswas

discussed. Cross-secUonallyavemgedstreamvelocitywasestimated6omvelocib'measuredbythesensor.nlen,
dischargedatamcludmgstonnrunoirwereobtainedsa企lyandaccurately,byUlewayofmultiplymgUlecross-sectionaUy
averagedstreamvelocitybycross-sectionalareaofnowestimatedfomwaterlevel.

g ･Inaddition,thehydrometryushlgUlesensorwasrevealedtohaveadvantagesasibllows:

畠 】)settlementofthesensormariVerisauthorizedeasily,
2)costspentonequipmentandUlesettlementislow,
3)nequentandautomaticmeasurementisavailable.
Fromaboveresults, thehydrometIyusmgUlesensorisconcludedtobeworthuUlizmgibralong-temlmonitoling
sysiemtoevaluatedischargeandpolluUonloadfomsmall-scaleriverlocatedonagriculturalwatershedinhillyand
mountahlous

鷺聖L歴ボｰﾙ'･ ”紙"‘|| ‐行あけ§ l
－

Keywords ultrasonicsoundwave, theDopplereiIEct,agriculturalwatershed,streamvelocity,stonnrunoir
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およそ11mm

処理法などについて検討を行ったので報告する。

2．観測地点の概要と調査方法
1．はじめに剣引づﾁｯｸ13級, 9PL2行どりの中央

河川流量の実測データの取得は，農業集水域から発

生する環境汚濁負荷量などを算定する際に欠かせない

要素となっている1.2)。しかし，流愈せき法3)や流速計

による手計測1点法4)など従来からの方法を用いた場

合，高額の工事経餐や河川管理者からの設置許可が必

要なこと（前者） ，あるいは観測者の現地不在による

データの断片性や観測者が洪水に巻き込まれる危険性

があること （後者）などの理由から，連続的な流最デ

ータを任意河川で簡易に得ることは必ずしも容易では

なかった。このことは，河川管理者等による定期観測

体制を持たない川幅lOm程度の小規模河川（中山間農

業集水域に多い）においてとりわけ大きな課題であっ

たように思われる。

以上のことから，本センサーがもつ特質を活かすこ

とにより，従来法が抱える問題点のいくつかを克服で

きる可能性が考えられた。そこで本研究では， 自動採

’

2.1 観測地点の概要 ←

今回観測を行ったのは，高知県四万十川流域内の農

業集水域（集水面積814ha, 1993～1996年の平均年間

降水量2874mm)を流れるY川の末端部である。その

河道幅は11m,河床最深部から川岸までの高さは左岸，

右岸とも3mである。観測地点の選定は，流路が上・下

流側とも100m程度にわたって直線的であること，大き

な岩礫による狭窄や屈曲が存在しないこと，河床勾配

の急激な変化が認められないことなどを条件に行った。

流れの特徴としては,右岸側に幅約2mの砂礫堆があ

るため流心が河道中央よりやや左岸側に位置すること

（平水時)や，観測地点の下流約100m地点で合流する

H川の水位上昇の影轡をうけて, Y川の水はけがやや

滞る傾向がみられること（洪水時）などがある。なお

本報では，豪雨による流量の増加が見込まれる2000年

Ｅ
Ｅ
魂
『

5月から同年10月にかけての6ヶ月間を中心にデータ

の整理を行った。

22河道横断面形状の測量

水装置などとの一体的運用が可能で，入手および取り

扱いが容易な上記センサーを例にとり，現地河川への

設置方法や流量観測法，得られたデータの特徴とその

＊近畿中国四国農業研究センター傾斜地基盤部〒765-0053番川県善通寺市生野町25754ヨ 明朝11級, 7.5p!

左マージン 17mm

下辺マージン四mm
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上下マージン廻、m

左右マージン 17mm

それぞれの区分i (iは区分点番号を示す）の幅‘4，

その中点の水深ル”およびﾉI,測線上の深さ方向平均流
5．おわりに

以上， ドップラー式超音波流速センサーによる河川流

量測定法の概要を，現地河川への適用事例をもとに述べ

た｡数百ha規模の集水面積をもつ川幅l0m程度の小規模

河川を考えた場合，センサー法を用いれば，現地への設

置手続きが容易になり，設備経費が安く済むうえ（今回

使用したAVM750型の場合，一式約90万円) ,従来法で

は困難なことが多かった洪水時観測が安全・確実に行え

るようになる。さらに今後は，センサーをつなぐチェー

ンの張り方を変えてゴミの付着を防いだり，流水の横断

面方向に複数のセンサーを配置することなどにより，欠

測が少なく，糖度の高い流量モニタリングが可能になる

と予想される。これらのことは，小規模河川が多く分布

する農業集水域において，汚濁負荷量の発生メカニズム．

やその変動特性などを把握するうえで大きな威力を発揮

することになるだろう。今後は，本報で紹介したセンサ・

－法が河川の水質管理や流域環境保全などの方面で広く

活用されることを期待し，センサー法の精度向上や運用I

方法の改善に向け検討を進めていく予定である。

謝辞ミーiゴﾁｯｸ,3級. 9p1」

本研究を実施するにあたり，ご指導をいただいた中央．
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地研究所の山本博氏， （株)日科機バイオスの竹田敏之．
氏， （株)日進機械の高橋好弘氏に深く感謝の意を表しま：
す。なお本研究は，環境省公害防止研究の一環として行

われたことを付記する。
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速点の流速脇’ （下付き添字Pは手計測の意）を測定
した。また， このときの流水横断面積』,と断面平均流

速〃（流水横断面内流速分布の平均値，上付き添字"！
は断面平均の意）は，次式により求めた。

〃

｜ ’ ’
下け・る

l字左へ下げる

’
タイムズボールド

13級, 9p!. ’
Fig+4は,手計測法にkる10回あ観測のう ち最大の
10回の脇'の横断面分布をみると(Fig.5),脇'の最大値が，
6月6日を除くすべての日時でセンサー設腫位置(水平距離

9m)を挟む±lmの範囲内に収まっていることがわかる。こ

れらのことから,河床最深部を目途に定めたセンサー設置位

置が，必の測定位置として妥当なものであったことが確認

できる。

このように本観測地点では,河床最深部と深さ方向平均流

速の最大位置がほぼ一致していたため,センサーの位置決め

は容易であったが,通常は両者が一致しないことが多いと思

われる。

そのようなときには,河床最深部と深さ方向平均流速の最大

位置ができるだけ近い場所を選んだ上で,河床最深部を優先

してセンサーを設置すべきと考える。その理由は,センサー

が最大流速位置から多少ずれてもzと〃の関係把握はあ
る程度可能と考えられるのに対し（後述） ，センサーが河床

最深部からはずれてしまうと，低水時の凡測定が不可能に

なるからである。

3．3センサー法による水位．流水横断面積，流速，およ

び流量の測定結果

Fig.6(a),(b), (9に，水位，流水横断面積，センサー設置

位置流速のそれぞれに関する手計測法全10回の測定値と，

その手計測とほぼ同時に観測されたセンサー法測定値(流水

横断面積は推定値）との比較結果を示す。いずれの図も，セ
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引用 記載要領

引用は「 」によって示すこととしますが，論文では150字，研究ノート，調査報告，総説，論説・評論で

は90字以上にわたる場合には， 1マス分下げて引用文を記して下さい。引用の最後に（ ）をつけ，著者の

姓，出版年（西暦に限る)， コロン，ページ数を次の例にならって記入します。

例真田は「・ ・ ・ ・ ・」と述べている（真田1985 : 30)｡

注の形式で引用文献を記すこともできますが，そのようにはせず，この例のように引用文の最後に， （ ）

で囲んで記して，本文中に割り込ませて下さい。完全な引用とならずに，抄録のかたちをとる場合には，次

のようにします。

例真田は， ． ． ・ ・ ・と述べている（真出1995 : 45-55)｡

記載要領
今、

汗

）を記入して下さい。ワープ。口書注はアラビア数字を用い，原稿用紙では本文のマスを用いず，行間に

では，上付き文字を用います。また，必ず句読点の前に置いて下さい。きでは，上付き文字を用います。また，必ず宿

例中本の意図を見るためには!) ， ．．…

注の書式は，次のように統一して下さい。

1)Dnnnnnnnnnn□｡｡…例

nnnnno

2）小泉（1998

nnnnnn

20-35)では，□□□□…｡.
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編集後記

学会誌第2巻第2号がようやく完成しました。昨年内の刊行を待ち望んでいた会員の皆

様には，ご期待に添えず，本当に申し訳ございませんでした。編集の方もまだまだ軌道に

乗れない状態が続いておりますが，原稿集め・編集にに四苦八苦している状況，どうかご

了承下さい。ここに， この号が完成できたのも， まさに投稿者の皆さん，編集委員・スタ

ッフの皆さんのお陰です。心より感謝しております。

総説の大和田氏のタイトル「吉野川流域圏」にもありますように，本学会名称の「四万

十」はあくまでもシンボルとしての名称であり， 「流域圏」は全国・世界のものを指しま

す。今後は，四万十川のみならず，全国・世界の流域圏との比較・対照研究論文が投稿さ

れますことを願っております。

第3巻・第2号は， 「自然環境」「文化環境」をテーマにした「特集」を組む予定です。｢特集」 を組む予定です。

どうぞご期待下さいc

(橋尾直和）
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